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「障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

」（仮称
かしょう

）の論点
ろんてん

についての意見
いけん

 

（分野
ぶんや

F
えふ

 地域
ちいき

生活
せいかつ

の資源整備
しげんせいび

) その２ 

 

（分野
ぶんや

F
えふ

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源整備
しげんせいび

) 

＜項 目
こうもく

F
えふ

-3 長 時 間
ちょうじかん

介 助
かいじょ

等
とう

の保 障
ほしょう

＞ 

論 点
ろんてん

F
えふ

-3-1) どんなに重
おも

い 障 害
しょうがい

があっても地域
ちいき

生 活
せいかつ

が可能
かのう

になるために、市 町 村
しちょうそん

や圏 域
けんいき

単位
たんい

での「満
み

たされていないニーズ
に ー ず

」の把握
はあく

や社 会
しゃかい

資源
しげん

の 創 出
そうしゅつ

方 法
ほうほう

はどう

すればよいか？ ・・・２ 

論 点
ろんてん

F
えふ

-3-2) 24時間
じかん

介護
かいご

サービス
さ ー び す

等
とう

も含
ふく

めた長 時 間
ちょうじかん

介護
かいご

が必 要
ひつよう

な人
ひと

に 必 要 量
ひつようりょう

が

供 給
きょうきゅう

されるために、市 町 村
しちょうそん

や圏 域
けんいき

単位
たんい

での支援
しえん

体 制
たいせい

はどのように構 築
こうちく

されるべ

きか？ ・・・９ 

＜項 目
こうもく

F
えふ

-4 義務的
ぎむてき

経費化
けいひか

と国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

＞ 

論 点
ろんてん

F
えふ

-4-1) 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

では「在 宅
ざいたく

サービス
さ ー び す

も含
ふく

めて義務的
ぎむてき

経費化
けいひか

」すると

されたが、国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

の範囲内
はんいない

にとどまっている。そのため、国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

が

事 実 上
じじつじょう

のサービス
さ ー び す

の 上 限
じょうげん

になっている自治体
じちたい

が多
おお

いと指摘
してき

する声
こえ

がある。このこと

に関
かん

する評 価
ひょうか

と問 題
もんだい

解 決
かいけつ

についてどう 考
かんが

えるか？ ・・・１５ 

＜項 目
こうもく

F
えふ

-5 国
くに

と地方
ちほう

の役 割
やくわり

＞ 

論 点
ろんてん

F
えふ

-5-1) 現 在
げんざい

、障 害 者
しょうがいしゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

の中
なか

では、「施設
しせつ

・ 病 院
びょういん

から地域
ちいき

生 活
せいかつ

への

転 換
てんかん

」「どの地域
ちいき

であっても安 心
あんしん

して暮
く

らせる」方 向
ほうこう

が目指
め ざ

されている。一 方
いっぽう

、地域
ちいき

主 権
しゅけん

改 革
かいかく

では「現 金
げんきん

給 付
きゅうふ

は国
くに

、サービス
さ ー び す

給 付
きゅうふ

は地方
ちほう

」との一 括
いっかつ

交付
こうふ

金化
きんか

の 考
かんが

え

が示
しめ

されている。 障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

に関
かん

して国
くに

と地方
ちほう

の役 割
やくわり

をどう 考
かんが

える

か？ ・・・２４ 

論 点
ろんてん

F
えふ

-5-2) 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

の第
だい

19 条
じょう

を受
う

けて、推 進
すいしん

会議
かいぎ

では「地域
ちいき

生 活
せいかつ

の

権利
けんり

の明文化
めいぶんか

」を求
もと

める意見
いけん

が多数
たすう

であった。地域
ちいき

の 実 情
じつじょう

や 特 色
とくしょく

にあったサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

と、この「地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

」を担保
たんぽ

していくためのナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

のあり方
かた

についてどう 考
かんが

えるか？ ・・・３６ 

＜項 目
こうもく

F
えふ

-6 その他
た

＞ 

論 点
ろんてん

F
えふ

-6-1) 「分野
ぶんや

F
えふ

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

」についてのその他
た

の論 点
ろんてん

及
およ

び意見
いけん

 ・・・４４ 
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（分野
ぶんや

F
えふ

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源整備
しげんせいび

) 

＜項 目
こうもく

F
えふ

-3 長 時 間
ちょうじかん

介 助
かいじょ

等
とう

の保 障
ほしょう

＞ 

論 点
ろんてん

F
えふ

-3-1) どんなに重
おも

い 障 害
しょうがい

があっても地域
ちいき

生 活
せいかつ

が可能
かのう

になるために、市 町 村
しちょうそん

や圏 域
けんいき

単位
たんい

での「満
み

たされていないニーズ
に ー ず

」の把握
はあく

や社 会
しゃかい

資源
しげん

の 創 出
そうしゅつ

方 法
ほうほう

はどう

すればよいか？ 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

主 催
しゅさい

による「事例
じれい

検 討 会
けんとうかい

」において浮き彫り
う き ぼ り

にしていく。 要
かなめ

は

満たされて
み た さ れ て

いないニーズ
に ー ず

は、地域
ちいき

の中
なか

で協 議
きょうぎ

する場により浮き彫り
う き ぼ り

にし対 策
たいさく

を講じる
こうじる

が基本
きほん

。 

○理由 

 誰
だれ

もが思い通り
おもいどおり

に自由
じゆう

に生きられる
い き ら れ る

わけではないが、 障 害 者
しょうがいしゃ

が置かれて
お か れ て

いる

現 状
げんじょう

を知りながら
し り な が ら

その限 界
げんかい

を超えて
こ え て

いく発 想
はっそう

が大事
だいじ

である。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 市 町 村
しちょうそん

の地域
ちいき

を構 成
こうせい

するあらゆる団 体
だんたい

が加
くわ

わった地域
ちいき

生 活
せいかつ

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

と

官 民
かんみん

一 体
いったい

の相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

の活 用
かつよう

により創 出
そうしゅつ

する。 

○理由
りゆう

 

 相 談
そうだん

事 業
じぎょう

を一義的
いちぎてき

に福祉
ふくし

事務所
じむしょ

から民 間
みんかん

事 業 所
じぎょうしょ

に移
うつ

したこと、児童
じどう

相 談 所
そうだんじょ

の

扱
あつか

う事案
じあん

が児童
じどう

虐 待
ぎゃくたい

の措置
そ ち

に移
うつ

したこと等
とう

で満
み

たされないニーズが拾
ひろ

い難
かた

くなって

いる。 

 

【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

の拡 充
かくじゅう

および地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の機能
きのう

充 実
じゅうじつ

が必 要
ひつよう

と考
かんが

える。

発 達
はったつ

障 害
しょうがい

については論 点
ろんてん

の D-1-5とも重
かさ

なるが、身近
みぢか

な相 談
そうだん

場所
ばしょ

がたくさんあるこ

とが必 要
ひつよう

である。社 会
しゃかい

資源
しげん

の創 出
そうしゅつ

については、発 達
はったつ

障 害
しょうがい

系
けい

の重
おも

い障 害
しょうがい

はその

表 現 形
ひょうげんけい

が多様
たよう

でもあり高度
こうど

な専 門 性
せんもんせい

が必 要
ひつよう

となるので、専 門 的
せんもんてき

人 材
じんざい

の養 成
ようせい

と切
き
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り離
はな

しては考
かんが

えられない。その意味
い み

では、発 達
はったつ

障 害
しょうがい

に関
かん

しては、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

として展 開
てんかい

するというよりも、全 国 的
ぜんこくてき

な状 況
じょうきょう

把握
はあく

に基
もと

づいて、個別
こべつ

給 付
きゅうふ

の枠 内
わくない

で

ナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

としての支援
しえん

事 業
じぎょう

を展 開
てんかい

していくべきと考
かんが

える。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

が中 心
ちゅうしん

となり把握
はあく

し、社 会
しゃかい

資源
しげん

の創 出
そうしゅつ

につなげていくことが考
かんが

えられる。特
とく

に、重 度
じゅうど

の知的
ちてき

障 害
しょうがい

のある人
ひと

たちについては、圏 域
けんいき

を含
ふく

めた権利
けんり

擁護
ようご

システムの整備
せいび

が重 要
じゅうよう

と考
かんが

える。 

 

【大 濱
おおはま

委員
いいん

】 

○結論
けつろん

 

 24時間
じかん

介護
かいご

を広報
こうほう

する。 

 1800市
し

町村
ちょうそん

で複数
ふくすう

の 24時間
じかん

サービス提供
ていきょう

の重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

事業所
じぎょうしょ

などを設置
せっち

の後押
あとお

し

をする。 

 医療的
いりょうてき

ケア（吸引
きゅういん

・径 管
けいかん

栄養
えいよう

以外
いがい

）を介護
かいご

職
しょく

に解禁
かいきん

していく。 

○理由
りゆう

 

 吸引
きゅういん

・径 管
けいかん

栄養
えいよう

は介護
かいご

職
しょく

に解禁
かいきん

予定
よてい

だが、それ以外
いがい

の医療的
いりょうてき

ケアも多
おお

い。 

 

【岡部
おかべ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ケースワーカーは「申 請
しんせい

」として顕在化
けんざいか

するひとつひとつのニーズに誠 実
せいじつ

に向
む

き合
あ

っ

て 支 給
しきゅう

決 定
けってい

を行
おこな

い、自治体
じちたい

はその 給 付
きゅうふ

のために 必 要
ひつよう

な財 政
ざいせい

措置
そ ち

を予算
よさん

として

具現化
ぐげんか

すること。利用者
りようしゃ

はその生 活
せいかつ

実 態
じったい

をよく知
し

る支援者
しえんしゃ

（アドボケイト）とともに

誠 実
せいじつ

かつ丁 寧
ていねい

な交 渉
こうしょう

を行
おこな

うこと。 

 

【門屋
かどや

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 個別
こべつ

支援
しえん

会議
かいぎ

を義務付
ぎ む づ

けて、行 政
ぎょうせい

は相 談
そうだん

支援事
しえんこと

業 者
ぎょうしゃ

と共
とも

に個別
こべつ

事例
じれい

検 討
けんとう

を繰
く

り

返
かえ

し、複 数
ふくすう

の障 害 者
しょうがいしゃ

が満
み

たされていないニーズ
に ー ず

を地域
ちいき

ニーズ
に ー ず

として自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい
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で議論
ぎろん

し、検 討
けんとう

して協
きょう

議会
ぎかい

の中
なか

に作
つく

られた資源
しげん

開 発
かいはつ

部会
ぶかい

などで検 討
けんとう

する。 

○理由
りゆう

 

 官 民
かんみん

協 働
きょうどう

で、審査会
しんさかい

のように定期的
ていきてき

に個別
こべつ

支援
しえん

会議
かいぎ

を開
ひら

くと、1年
ねん

程度
ていど

でほぼ

掌 握
しょうあく

できるように思
おも

います。はじめは大 変
たいへん

ですが、幼児期
ようじき

からこれを取
と

り組
く

み、

各 市 町 村
かくしちょうそん

がデータバンク
で ー た ば ん く

をもって登 録
とうろく

し、必 要
ひつよう

に応
おう

じて検 討
けんとう

することができれば、

ニーズ
に ー ず

把握
はあく

も、満
み

たされないニーズ
に ー ず

も明
あき

らかになりますし、ライフサイクル
ら い ふ さ い く る

に添
そ

って支援
しえん

が途切
と ぎ

れなく可能
かのう

となると考
かんが

えます。 

 相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 体
じぎょうたい

と行 政
ぎょうせい

の共 同
きょうどう

体 制
たいせい

を義務付
ぎ む づ

ける。委託
いたく

内 容
ないよう

に組
く

み込
こ

む。 

 

【君 塚
きみづか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 情 報
じょうほう

公 開
こうかい

をすすめ、相互
そうご

理解
りかい

を深
ふか

める工夫
くふう

をし、予算
よさん

に反 映
はんえい

するようにする。 

○理由
りゆう

 

 全 体
ぜんたい

をコーデイネイト
こ ー で い ね い と

する人 材
じんざい

を配置
はいち

する。 

 

【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

の窓 口
まどぐち

を通
つう

じて「満
み

たされていないニーズ
に ー ず

」の把握
はあく

を行
おこな

い、自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

で検 討
けんとう

することが考
かんが

えられる。 

 

【坂 本
さかもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 町
まち

に必 要
ひつよう

となる財 源
ざいげん

の確保
かくほ

がなされることが必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 現 在
げんざい

の町
まち

の収 入
しゅうにゅう

の中
なか

で大 幅
おおはば

なサービスの充 実
じゅうじつ

を行
おこな

うことは難
むずか

しい。 

 

【清水
しみず

委員
いいん

】 

○結論 

 すでに 西 宮
にしのみや

でも、そして全 国
ぜんこく

のいたるところで、たいへん重い
おも

障 害
しょうがい

のある人
ひと

の

地域
ちいき

生 活
せいかつ

展 開
てんかい

がすすめられている。そのことに真摯
しんし

に向き合い
む  あ  

、さっさと進めて
すす

いく
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ことである。 

 

【竹 端
たけばた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ちいき自
じ

りつ支
し

えん協
きょう

ぎ会
かい

で調
ちょう

さができるような予
よ

さんがつけられるべきだ。 

○理由
りゆう

 

 論 点
ろんてん

F-2-1)とおなじ。 

 

【田中
たなか

（伸
のぶ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 相 談
そうだん

支援
しえん

の拡 充
かくじゅう

と、相 談
そうだん

支援
しえん

を通
つう

じて明
あき

らかとなった障 害 者
しょうがいしゃ

のニーズ
に ー ず

を実 現
じつげん

するために、そのニーズ
に ー ず

を各地方
かくちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

の施策
しさく

に反 映
はんえい

させる仕組
し く

みの構 築
こうちく

が

必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の意思
い し

の尊 重
そんちょう

や、ニーズ
に ー ず

の把握
はあく

、支援
しえん

計 画
けいかく

の策 定
さくてい

などは、専 門 性
せんもんせい

を有
ゆう

す

る相 談
そうだん

支援員
しえんいん

による相 談
そうだん

支援
しえん

が中 核 的
ちゅうかくてき

役 割
やくわり

を果
は

たすことになる。従
したが

って、ニーズ
に ー ず

の

掘
ほ

り起
お

こしには相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

の拡 充
かくじゅう

が不可欠
ふかけつ

である。そして、把握
はあく

された障 害 者
しょうがいしゃ

の

ニーズ
に ー ず

を政 策
せいさく

に反 映
はんえい

させ、計 画 的
けいかくてき

に社 会
しゃかい

資源
しげん

の整備
せいび

を行
おこな

うべきである。 

 

【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

で国
くに

にその財 政 的
ざいせいてき

義務化
ぎ む か

を明記
めいき

すれば、ニーズ
に ー ず

は顕在化
けんざいか

する。 

○理由
りゆう

 

 重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

のニーズ
に ー ず

把握
はあく

は地域
ちいき

で重 度 者
じゅうどしゃ

が暮
く

らせるだけのサービス
さ ー び す

が保 障
ほしょう

さ

れてない場合
ばあい

には施設
しせつ

または親 元
おやもと

にいて、ニーズ
に ー ず

の顕在化
けんざいか

がはかりにくいことにその

問 題
もんだい

がある。重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

を受
う

け入
い

れているのが、現 状
げんじょう

でも当事者
とうじしゃ

組織
そしき

が運 営
うんえい

し

ている自立
じりつ

生 活
せいかつ

センター
せ ん た ー

が 中 心
ちゅうしん

であり、そこでニーズ
に ー ず

が顕在化
けんざいか

され、 行 政
ぎょうせい

との

交 渉
こうしょう

が 行
おこな

われて、 承 認
しょうにん

されたニーズ
に ー ず

となっていくというのが 現 状
げんじょう

での実 態
じったい

で

ある。これは 行 政 側
ぎょうせいがわ

が窓 口
まどぐち

でニーズ
に ー ず

の抑 制
よくせい

を図
はか

らなければ、ニーズ
に ー ず

は顕在化
けんざいか

され

ていたことを示
しめ

している。なぜ 行 政
ぎょうせい

がサービス
さ ー び す

抑 制
よくせい

したかというと国庫
こっこ

補助
ほじょ

が
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充 分
じゅうぶん

に実施
じっし

されず市 町 村
しちょうそん

への負担
ふたん

が大
おお

きかったからであり、つまり財 源
ざいげん

問 題
もんだい

であ

る。 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

や自立
じりつ

支援
しえん

協 議 会
きょうぎかい

を機能
きのう

させていくことが 重 要
じゅうよう

となる。 

○理由
りゆう

 

 相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

や自立
じりつ

支援
しえん

協 議 会
きょうぎかい

というシステム
し す て む

は今
いま

までにない仕組み
し く  

であり

評 価
ひょうか

ができるが、十 分
じゅうぶん

に機能
きのう

していない自治体
じちたい

も多い
おお 

。地域
ちいき

の特性や 実 情
じつじょう

に応じた
おう  

資源
しげん

整備
せいび

のためには有 効
ゆうこう

な手 段
しゅだん

である。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 患 者
かんじゃ

・障 害 者
しょうがいしゃ

と支援者
しえんしゃ

との信 頼
しんらい

関 係
かんけい

の構 築
こうちく

がなければ、重 篤
じゅうとく

患 者
かんじゃ

・障 害 者
しょうがいしゃ

のニーズはつかめない。障 害 者
しょうがいしゃ

が普通
ふつう

の生 活
せいかつ

をすることが当
あ

たり前
まえ

の社 会
しゃかい

の文化
ぶんか

を

意識的
いしきてき

に創 出
そうしゅつ

。 

 

【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 困
こま

り感
かん

を率 直
そっちょく

に表 出
ひょうしゅつ

できる福祉
ふくし

サービスのインテークを行
おこな

い、パーソナル・アシ

スンタス・サービスのように柔 軟 性
じゅうなんせい

をもった援 助
えんじょ

職
しょく

を作
つく

り出
だ

す。 

○理由
りゆう

 

 福祉
ふくし

サービスに柔 軟 性
じゅうなんせい

がないため、該 当
がいとう

しない人
ひと

たちが埋 没
まいぼつ

してしまう。個々
こ こ

の

困 難
こんなん

な点
てん

、あるいは満
み

たしたい生
い

きがいというものを表 出
ひょうしゅつ

し、それに応
こた

える体 制
たいせい

を

つくるべきで、その一
ひと

つとしてパーソナル・アシスンタス・サービスもあると思
おも

われる。 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 徹 底
てってい

して、一人一人
ひとりひとり

にニーズ
に ー ず

に基
もと

づいた要 求
ようきゅう

を把握
はあく

し、その実 現
じつげん

のための方 策
ほうさく

を

考
かんが

え抜
ぬ

くことである。国 連
こくれん

の権利
けんり

条 約
じょうやく

や国 際 的
こくさいてき

実 践
じっせん

にも学
まな

び、国 内
こくない

のこれまで



7 

 

の実 践
じっせん

も参 考
さんこう

にしながら、粘
ねば

り強
づよ

く決
けっ

してあきらめない取
と

り組
く

みが求
もと

められる。 

○理由
りゆう

 

 ここを突破
とっぱ

していくことが、新制度
しんせいど

をつくっていく重 要
じゅうよう

なポイント
ぽ い ん と

であると肝
きも

に銘
めい

じて取
と

り組
く

んでいくべきと考
かんが

える。 

 

【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ニーズはセルフアドボカシーによる把握
はあく

。 

 社 会
しゃかい

資源
しげん

の 創 出
そうしゅつ

方 法
ほうほう

は公 的
こうてき

義務
ぎ む

。 

○理由
りゆう

 

 基本
きほん

合意
ごうい

と一 体
いったい

として各地
かくち

の地方
ちほう

裁 判 所
さいばんしょ

の 訴 訟 上
そしょうじょう

の和解
わかい

調 書
ちょうしょ

に記載
きさい

されてい

る要 望 書
ようぼうしょ

１（４） 障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

の社 会
しゃかい

資源
しげん

の 充 実
じゅうじつ

,基盤
きばん

整備
せいび

において、 

「 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

事 業
じぎょう

は 報 酬
ほうしゅう

単価
たんか

が低 廉
ていれん

であり,全 国
ぜんこく

各地
かくち

において，事 業 所
じぎょうしょ

，有
ゆう

資格
しかく

ヘルパー等
など

が 著
いちじる

しく不足
ふそく

しており,結果
けっか

として, 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

施策
しさく

を利用
りよう

できない

障 害 者
しょうがいしゃ

が多数
たすう

存 在
そんざい

します。 

 「サービス契 約
けいやく

」方 式
ほうしき

が許
ゆる

されるのは,国
くに

が憲 法
けんぽう

に基づく
もと

ナショナルミニマム

保 障
ほしょう

義務
ぎ む

として,全 国
ぜんこく

で社 会
しゃかい

基盤
きばん

整備
せいび

を尽
つ

くすことが前 提
ぜんてい

です。 

 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

施策
しさく

を利用
りよう

できない 障 害 者
しょうがいしゃ

が生
う

まれないように,事
じ

業 者
ぎょうしゃ

,ヘルパー等
など

の基盤
きばん

整備
せいび

を尽
つ

くしてください。」とされている。 

 

【三浦
みうら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の役 割
やくわり

・機能
きのう

として位置づける
い ち    

べき。また、実 現
じつげん

にあたって

は、ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

、地域
ちいき

住 民
じゅうみん

、家族
かぞく

等
とう

の 協 力
きょうりょく

も不可欠
ふかけつ

である。 

 また、相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

における相 談
そうだん

内 容
ないよう

やケアプラン
け あ ぷ ら ん

の作 成
さくせい

過程
かてい

で明らか
あき   

となる、

社 会
しゃかい

資源
しげん

の不足
ふそく

状 況
じょうきょう

についても 集 積
しゅうせき

し、資源
しげん

や事 業 所
じぎょうしょ

を起こして
お    

いく仕組み
し く  

を

考 え る
かんが    

べきである。 

○理由
りゆう

 

 把握
はあく

する責 任
せきにん

主 体
しゅたい

を明 確
めいかく

にする必 要
ひつよう

があり、地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の役 割
やくわり

とす

る方 法
ほうほう

が考えられる
かんが      

。また、相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

における相 談
そうだん

内 容
ないよう

やケアプラン
け あ ぷ ら ん

作 成
さくせい
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過程
かてい

で明らか
あき   

になる 情 報
じょうほう

は、生 活
せいかつ

の実 態
じったい

に即 し た
そく    

課題
かだい

であり、それを 集 約
しゅうやく

し

施策
しさく

にフィードバック
ふ ぃ ー ど ば っ く

する仕組み
しく  

が明確化
めいかくか

されるべきと思われる
おも     

ため。 

 

【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

 在
ざい

宅
たく

児
じ

・者
もの

の実
じつ

態
たい

調
ちよう

査
さ

と施
し

設
せつ

入
にゆう

所
しよ

者
しや

、 病
びよう

院
いん

入
にゆう

院
いん

者
しや

の地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

移
い

行
こう

を

希
き

望
ぼう

する人
ひと

の意
い

向
こう

調
ちよう

査
さ

と重
おも

い 障
しよう

害
がい

があっても地
ち

域
いき

で生
せい

活
かつ

している実
じつ

態
たい

調
ちよう

査
さ

を基
もと

に、必
ひつ

要
よう

とするニーズ 調
ちよう

査
さ

を 行
おこな

い市
し

町
ちよう

村
そん

、圏
けん

域
いき

の社
しや

会
かい

資
し

源
げん

の実
じつ

態
たい

を検
けん

討
とう

し、市
し

町
ちよう

村
そん

・広
こう

域
いき

の自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

協
きよう

議
ぎ

会
かい

で必
ひつ

要
よう

とする 障
しよう

害
がい

福
ふく

祉
し

サービスと公
こう

的
てき

でないサービスも含
ふく

めて検
けん

討
とう

する。 

○理
り

由
ゆう

 

 地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

、地
ち

域
いき

移
い

行
こう

を推
すい

進
しん

する上
うえ

で、 障
しよう

害
がい

の重
おも

い人
ひと

、個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

が必
ひつ

要
よう

な人
ひと

に必
ひつ

要
よう

な 障
しよう

害
がい

福
ふく

祉
し

サービスが提
てい

供
きよう

されることが 重
じゆう

要
よう

であるので。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

○結論 

 支援
しえん

を受
う

ける 個
こべつてき

別的 障
しょうがいしゃ

害者に基
もと

づいて費
ひ

用
よう

対
たい

効
こう

果
か

を 考
かんが

えるのではな

く、社 会
しゃかい

資源
しげん

を 創 出
そうしゅつ

したり、支援
しえん

の 充 実
じゅうじつ

を図
はか

る 体
たいせい

制のために、地域
ちいき

住 民
じゅうみん

の

理解
りかい

の促 進
そくしん

を図る
はかる

必 要
ひつよう

がある。また、重
おも

い 障 害
しょうがい

がある人
ひと

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

を支
ささ

えるた

めのシステム
す て む

を構 築
こうちく

すること自体
じたい

が、新
あら

たな雇用
こよう

や意欲
いよく

を持
も

つボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

の創 生
そうせい

に

つながるという視点
してん

での評 価
ひょうか

も大事
だいじ

である。 

○理由 

 全
すべ

ての 障 害 者
しょうがいしゃ

への地域
ちいき

生 活
せいかつ

を保 障
ほしょう

するためには、地域
ちいき

生 活
せいかつ

を支
ささ

えるための

新
あたら

しいシ
し

ス
す

テ
て

ム
む

の構 築
こうちく

が必 要
ひつよう

と 考
かんが

える。 
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論 点
ろんてん

F
えふ

-3-2) 24時間
じかん

介護
かいご

サービス
さ ー び す

等
とう

も含
ふく

めた長 時 間
ちょうじかん

介護
かいご

が必 要
ひつよう

な人
ひと

に 必 要 量
ひつようりょう

が

供 給
きょうきゅう

されるために、市 町 村
しちょうそん

や圏 域
けんいき

単位
たんい

での支援
しえん

体 制
たいせい

はどのように構 築
こうちく

されるべ

きか？ 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 市 町 村
しちょうそん

、圏 域
けんいき

におけるサービス
さ ー び す

内 容
ないよう

や財 源
ざいげん

に対する
たいする

認 識
にんしき

の共 有 化
きょうゆうか

が必 要
ひつよう

 

○理由 

 市 町 村 間
しちょうそんあいだ

や圏 域 間
けんいきかん

での 情 報
じょうほう

交 換
こうかん

が 重 要
じゅうよう

となる。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 広 域 的
こういきてき

に支援
しえん

体 制
たいせい

を構 築
こうちく

するためには、市 町 村
しちょうそん

の医院
いいん

（医 療
いりょう

機関
きかん

）に訪 問
ほうもん

看護
かんご

を併 設
へいせつ

し、財 政 的
ざいせいてき

助 成
じょせい

を設
もう

ける。 

 

【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 F-1-1 の論 点
ろんてん

とも重
かさ

なるが、24時間
じかん

介護
かいご

サービス
さ ー び す

を当 該
とうがい

地域
ちいき

で実施
じっし

する必 要
ひつよう

が生
しょう

じたときに、そのようなサービス
さ ー び す

を提 供
ていきょう

できる共 同
きょうどう

運 営 体
うんえいたい

を構 想
こうそう

すること。すべて

の支援
しえん

をあらゆる地域
ちいき

で常 時
じょうじ

整備
せいび

することが難
むずか

しい現 状
げんじょう

を、国
くに

と地域
ちいき

と民 間
みんかん

の工夫
くふう

でいかに乗
の

り切
き

っていくかが大 切
たいせつ

である。 

○理由
りゆう

 

 例
たと

えば、老 人
ろうじん

のケアマネージャ
け あ ま ね ー じ ゃ

ーは 24時間
じかん

対 応
たいおう

で携 帯
けいたい

をもっていて、本 人
ほんにん

は

担 当
たんとう

のケアマネージャ
け あ ま ね ー じ ゃ

ーに連 絡
れんらく

をすることが可能
かのう

となっている。このあたりにヒント
ひ ん と

はないか？ 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 「24時間
じかん

介護
かいご

サービス」の具体的
ぐたいてき

実施
じっし

方 法
ほうほう

によっても支援
しえん

体 制
たいせい

の構 築
こうちく

方 法
ほうほう

は異
こと

な

る。例
たと

えば、中 山 間 部
ちゅうさんかんぶ

や過疎
か そ

地域
ちいき

のように「そもそも支援者
しえんしゃ

がいない」地域
ちいき

の場合
ばあい

に
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は、市 町 村
しちょうそん

の連 携
れんけい

や圏 域
けんいき

での対 応
たいおう

が考
かんが

えられるが、その際
さい

、支援者
しえんしゃ

が通
かよ

う場合
ばあい

の

時間
じかん

や交通費
こうつうひ

などに配 慮
はいりょ

した報 酬
ほうしゅう

（加算
かさん

措置
そ ち

）などを検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

があると考
かんが

え

る。 

○理由
りゆう

 

 先
ま

ず、「24時間
じかん

の地域
ちいき

でのサポート体 制
たいせい

」とはどのようなイメージかを議論
ぎろん

する必 要
ひつよう

がある（介護
かいご

保険審
ほけんしん

議会
ぎかい

で議論
ぎろん

されている巡 回 型
じゅんかいがた

なのか、マンツーマンだが間 欠 的
かんけつてき

訪 問
ほうもん

なのか、フルに 24時間
じかん

ヘルパーが付
つ

くのか、それらの組
く

み合
あ

わせなのか）。その上
うえ

で

ないと、市 町 村
しちょうそん

や圏 域
けんいき

単位
たんい

での支援
しえん

体 制
たいせい

の構 築
こうちく

を検 討
けんとう

することは難
むずか

しいと考
かんが

え

る。 

 

【大 濱
おおはま

委員
いいん

】 

○結論
けつろん

 

 24時間
じかん

介護
かいご

が必要
ひつよう

な障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

して、24時間
じかん

のサービスが決定
けってい

されていない市町村
しちょうそん

に対
たい

しては、県
けん

が、他県
たけん

の 24時間
じかん

の支給
しきゅう

決定
けってい

がされている事例
じれい

のある市町村
しちょうそん

や 24時間
じかん

の重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

サービスなどを行
おこな

っている団体
だんたい

に話
はなし

を聞
き

き、その情報
じょうほう

支援
しえん

を受
う

けなが

ら、県
けん

の公的
こうてき

責任
せきにん

で、市町村
しちょうそん

に対
たい

してアドバイスしていくべきである。 

○理由
りゆう

 

 低
ひく

い水準
すいじゅん

の支給
しきゅう

決定
けってい

しかしていない地域
ちいき

では、市町村
しちょうそん

や圏域
けんいき

で何 人
なんにん

集
あつ

まっても 24

時間
じかん

の介護
かいご

ということにはならない。たとえば、「12時間
じかん

の重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

を 1時間
じかん

おきに

使
つか

え」などの頓珍漢
とんちんかん

なアドバイスになってしまう（実際
じっさい

に地方
ちほう

自治体
じ ちたい

であった話
はなし

）。他県
たけん

の先進地
せんしんち

の情報
じょうほう

を県
けん

が行政
ぎょうせい

責任
せきにん

で強力
きょうりょく

に市町村
しちょうそん

に指導
しどう

してレベルアップをしていくし

かない。 

 

【岡部
おかべ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 まず、国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

を廃
はい

止
よ

し真
しん

の義務的
ぎむてき

経費化
けいひか

を図
はか

ること。さらに、自治体
じちたい

は

必 要 量
ひつようりょう

に対
たい

する予算
よさん

措置
そ ち

をきちんと行
おこな

うこと。加
くわ

えて、高 額
こうがく

介護費
かいごひ

に対
たい

する調 整
ちょうせい

基金
ききん

を設
もう

け人口比
じんこうひ

で一
いち

定 額
ていがく

を超
こ

える支 給
しきゅう

については国庫
こっこ

負担
ふたん

比率
ひりつ

を高
たか

める等
とう

の

仕組
し く

みを設
もう

けること。 

○理由
りゆう
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 給 付
きゅうふ

のエンタイトルメント、 確 実
かくじつ

な予算化
よさんか

、自治体
じちたい

格差
かくさ

の 調 整
ちょうせい

メカニズムの

三 拍 子
さんびょうし

が揃
そろ

うことが重 要
じゅうよう

。 

 

【門屋
かどや

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 重 層 的
じゅうそうてき

相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

のうち、圏 域
けんいき

(5万 人
まんにん

程度
ていど

)を担 当
たんとう

する国
くに

が配置
はいち

した相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 体
じぎょうたい

と市 町 村
しちょうそん

が連 携
れんけい

して個別
こべつ

支援
しえん

会議
かいぎ

を行
おこな

い、サービス
さ ー び す

の必 要 性
ひつようせい

について

検 討
けんとう

し、審
しん

議会
ぎかい

によって決 定
けってい

される仕組
し く

みが必 要
ひつよう

。サービス
さ ー び す

事 業 体
じぎょうたい

に対
たい

しては、

加算
かさん

、割
わ

り増
ま

しなどをつけて、 提 供
ていきょう

しやすくする。 

○理由
りゆう

 

 個別
こべつ

事 情
じじょう

に対 応
たいおう

する柔 軟
じゅうなん

な支援
しえん

体 制
たいせい

を認
みと

める制度
せいど

がほしい。 

 無 条 件
むじょうけん

に本 人
ほんにん

の希望
きぼう

通
とお

りとなれば、不 平 等
ふびょうどう

も含
ふく

み問 題
もんだい

が起
お

こると考
かんが

えていま

す。 

 

【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 財 源
ざいげん

とともに、スキル
す き る

をもったサービス
さ ー び す

提 供 者
ていきょうしゃ

が必 要
ひつよう

である。事 業 者
じぎょうしゃ

、福祉
ふくし

人 材
じんざい

の確保
かくほ

が求
もと

められる。 

 

【齋 藤
さいとう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 小
ちい

さな市 町 村
しちょうそん

では必 要
ひつよう

なサービスを保 証
ほしょう

するための財 源
ざいげん

は不足
ふそく

がちになる。

適 切
てきせつ

な地域
ちいき

ブロック単位
たんい

の基金
ききん

を作
つく

ってその必要差
ひつようさ

をカバーしていく仕組
し く

みをつくる

必 要
ひつよう

がある。 

 

【清水
しみず

委員
いいん

】 

○結論 

 一人
ひとり

ひとりの存 在
そんざい

に響きあい
ひび

、支援
しえん

の輪
わ

を構 築
こうちく

していくこと以外
いがい

に道
みち

はない。 
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【竹 端
たけばた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 論 点
ろんてん

F-4-1におなじ。 

 

【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 当事者
とうじしゃ

組織
そしき

による権利
けんり

擁護
ようご

機関
きかん

が運 営
うんえい

されること、または差別
さべつ

禁止法
きんしほう

に基
もと

づく権利
けんり

擁護
ようご

機関
きかん

により当事者
とうじしゃ

が運 営
うんえい

責 任 者
せきにんしゃ

として、サービス
さ ー び す

利用者
りようしゃ

の 必 要 量
ひつようりょう

を市 町 村
しちょうそん

に 訴
うった

えていけるような体 制
たいせい

を作
つく

ることが必 要
ひつよう

である。 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 長
ちょう

時間
じかん

支援
しえん

の 必 要 性
ひつようせい

と 量
りょう

を 当事者
とうじしゃ

とサービス
さ ー び す

決 定
けってい

の機関
きかん

等
など

が 連 携
れんけい

し

客 観 的
きゃくかんてき

に判 断
はんだん

するための仕組み
し く  

が必 要
ひつよう

である。これにあわせて、今後
こんご

のサービス
さ ー び す

体 系
たいけい

にも関わる
かか  

ことであることから、24時間
じかん

介護
かいご

サービス
さ ー び す

についてのあり方
   かた

についての

議論
ぎろん

が必 要
ひつよう

である。巡 回 型
じゅんかいがた

などの類 型
るいけい

も必 要
ひつよう

となるのか、24時間
じかん

の一 対 一
いったいいち

の介護
かいご

が必 要
ひつよう

となるのか、サービス
さ ー び す

の組み合わせ
く  あ   

で可能
かのう

となるのか。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 看護
かんご

・介護
かいご

・難 病
なんびょう

・障 害 者
しょうがいしゃ

ケアに生
い

きがいをもつような人 材
じんざい

を地域
ちいき

で発 掘
はっくつ

・育 成
いくせい

して仕事
しごと

の空
あ

き時間
じかん

、休 暇
きゅうか

などの細
こま

切
ぎ

れの時間
じかん

を提 供
ていきょう

できる体 制
たいせい

・体 系
たいけい

をつくる。

中 核
ちゅうかく

になる機関
きかん

があればこれらは可能
かのう

である、一部
いちぶ

地域
ちいき

ですでに実 践
じっせん

している例
れい

があ

り、全 国 的
ぜんこくてき

に見
み

れば新
あたら

しい成 功
せいこう

事例
じれい

が発 掘
はっくつ

できるはず。地域
ちいき

・現場
げんば

から学
まな

べること

は多
おお

い。 

 

【橋 本
はしもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 一 定
いってい

以 上
いじょう

の財 源
ざいげん

は国
くに

により保 障
ほしょう

されるべきである。 

○理由
りゆう
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 市 町 村
しちょうそん

の財 源
ざいげん

、市 町 村
しちょうそん

の裁 量
さいりょう

による給 付
きゅうふ

では、市 町 村
しちょうそん

の財 政
ざいせい

規模
き ぼ

により

給 付
きゅうふ

に差
さ

がでてしまっている。ＡＬＳ患 者
かんじゃ

が生
い

きられる街
まち

と生
い

きられない街
まち

があるた

め。 

 

【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 中
なか

学
がく

校区
こうく

に１か所
しょ

の圏 域
けんいき

に、医 療
いりょう

、福祉
ふくし

、就 労
しゅうろう

などを含
ふく

めた総 合
そうごう

援 助
えんじょ

センタ

ーを設
もう

けワンストップの相 談
そうだん

援 助
えんじょ

体 制
たいせい

を確 立
かくりつ

する､圏 域
けんいき

で、訪 問
ほうもん

リハビリテーシ

ョン、介護
かいご

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

、地域
ちいき

リハビリテーション機能
きのう

せ持
も

つデイケア、デイアクテビテ

イセンターを設置
せっち

し、在 宅
ざいたく

診 療
しんりょう

の行
おこな

える医 療
いりょう

機関
きかん

との連 携
れんけい

も強 化
きょうか

できるネットワ

ークを構 築
こうちく

する。 

○理由
りゆう

 

 現 在
げんざい

の包 括
ほうかつ

支援
しえん

センターの機能
きのう

では高 齢 者
こうれいしゃ

支援
しえん

で手
て

いっぱいであるが、施設面
しせつめん

、

人 材
じんざい

配置
はいち

を強 化
きょうか

する予算
よさん

措置
そ ち

を講
こう

じることにより、さまざまなニーズにこたえうる

可能性
かのうせい

はあるのではないか。または保健所
ほけんじょ

の機能
きのう

を強 化
きょうか

して、地域
ちいき

の保健
ほけん

福祉
ふくし

事 業
じぎょう

と

することも可能
かのう

か 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害
しょうがい

者
しゃ

の居 宅
きょたく

生 活
せいかつ

をとことん支
ささ

えるためには、公 的
こうてき

責 任
せきにん

を不問
ふもん

にしないとい

う確固
かっこ

たる立場
たちば

が必 要
ひつよう

である。その上
うえ

に立
た

って、市 町 村
しちょうそん

での支援
しえん

体 制
たいせい

は、できるこ

とは全
すべ

てやるということで、あらゆる方 策
ほうさく

を駆使
く し

して構 築
こうちく

されるべきである。 

○理由
りゆう

 

 権利
けんり

保 障
ほしょう

の確 立
かくりつ

にとって、欠
か

かせない視点
してん

である。 

 

【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 一 定
いってい

のレベルまでは、現 行
げんこう

の国
くに

５０％、都道府県
とどうふけん

２５％、市 町 村
しちょうそん

２５％でいいが、

一 定
いってい

時間
じかん

を超
こ

える 長
ちょう

時間
じかん

介護
かいご

は国
くに

の全 額
ぜんがく

保 障
ほしょう

とする。 

○理由
りゆう
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 基本
きほん

は国
くに

の生 存 権
せいぞんけん

保 障
ほしょう

義務
ぎ む

だから。 

 

【三浦
みうら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の 充 実
じゅうじつ

とともに、居 宅
きょたく

介護
かいご

事 業
じぎょう

をはじめとするサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

基盤
きばん

の整備
せいび

と、必 要
ひつよう

な 量
りょう

のサービス
さ ー び す

支 給
しきゅう

決 定
けってい

を 促 す
うなが  

財 源
ざいげん

の確保
かくほ

が求
もと

められる。 

○理由
りゆう

 

 財 源
ざいげん

とともに、適 切
てきせつ

なスキル
す き る

を有する
ゆう   

サービス
さ ー び す

提 供 者
ていきょうしゃ

が不可欠
ふかけつ

であるため。 

 インフォーマル
い ん ふ ぉ ー ま る

な人 的
じんてき

資源
しげん

の養 成
ようせい

圏 域
けんいき

を超える
こ   

サービス
さ ー び す

事 業 所
じぎょうしょ

の 協 力
きょうりょく

体 制
たいせい

も必 要
ひつよう

ではないかと 考 え
かんが  

る。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

○結論 

 一人
ひとり

にかかわる経費
けいひ

については個別的
こべつてき

な費用対
ひようたい

効果
こうか

とみるのではなく、今後
こんご

超 高 齢
ちょうこうれい

社 会
しゃかい

に必 要
ひつよう

とされうる社 会
しゃかい

資源
しげん

の創 生
そうせい

として捉
とら

え、地域
ちいき

社 会
しゃかい

における

ソフト面
そふとめん

、ハード面
はーどめん

の支援
しえん

体 制
たいせい

の 充 実
じゅうじつ

、誰
だれ

もが安 心
あんしん

して安 全
あんぜん

に暮
く

らしやすい地域
いき

社 会
しゃかい

の基盤づくり
き ばんづ くり

という視点
してん

で捉
とら

えるパラダイムシフト
ぱ ら だ い む し ふ と

が求
もと

められる。 

○理由 

 論 点
ろんてん

Ｆ
えふ

－３－１と同 様
どうよう

、重
おも

い 障
しょうがい

害がある人
ひと

を含
ふく

めて 地
ちいき

域 生
せいかつ

活を保 障
ほしょう

するためには、地域
ちいき

生 活
せいかつ

を支
ささ

えるための 新
あたら

しいシ
し

ス
す

テ
て

ム
む

の構築が必 要
ひつよう

である。 
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＜項 目
こうもく

F
えふ

-4 義務的
ぎむてき

経費化
けいひか

と国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

＞ 

論 点
ろんてん

F
えふ

-4-1) 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

では「在 宅
ざいたく

サービス
さ ー び す

も含
ふく

めて義務的
ぎむてき

経費化
けいひか

」すると

されたが、国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

の範囲内
はんいない

にとどまっている。そのため、国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

が

事 実 上
じじつじょう

のサービス
さ ー び す

の 上 限
じょうげん

になっている自治体
じちたい

が多
おお

いと指摘
してき

する声
こえ

がある。このこと

に関
かん

する評 価
ひょうか

と問 題
もんだい

解 決
かいけつ

についてどう 考
かんが

えるか？ 

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 国庫
こっこ

負担基
ふたんき

準 額
じゅんがく

を廃
はい

止
し

し、区
く

市 町 村
しちょうそん

が必 要
ひつよう

と認
みと

め実 際
じっさい

に支弁
しべん

した総費用
そうひよう

額
がく

の

１／２を国庫
こっこ

が負担
ふたん

すべきである。 

○理由
りゆう

  

 平 成
へいせい

２１年
ねん

４月
がつ

の報 酬
ほうしゅう

改 定
かいてい

に伴
ともな

い国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

も改 定
かいてい

されたが、実 際
じっさい

の

給付費
きゅうふひ

の伸
の

びに追
お

いついておらず、超 過
ちょうか

負担
ふたん

額
がく

は、むしろ拡 大
かくだい

している。区
く

市 町 村
しちょうそん

の歳 入
さいにゅう

不足
ぶそく

は深
しん

刻
こく

な問 題
もんだい

であり、義務的
ぎむてき

経費
けいひ

である給付費
きゅうふひ

の歳 入
さいにゅう

不足
ふそく

については

抜 本 的
ばっぽんてき

な解 決
かいけつ

が必 要
ひつよう

。 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 実 際
じっさい

に自治体
じちたい

が支弁
しべん

費用
ひよう

の１／２が国
くに

、１／４が都道府県
とどうふけん

を義務的
ぎむてき

に負担
ふたん

するという、

至極
しごく

まっとうな義務的
ぎむてき

経費
けいひ

とすることが必 要
ひつよう

。  

○理由 

 義務的
ぎむてき

経費
けいひ

を文字通り
もじどおり

の 形
かたち

にすること。サービス
さ ー び す

の 支 給 量
しきゅうりょう

はその人
ひと

の実 態
じったい

や

ニーズ
に ー ず

に即して
そくして

供 給
きょうきゅう

されることが基本
きほん

というのは言うまでもない
い う ま で も な い

。 現 状
げんじょう

では現場
げんば

の福祉
ふくし

担 当
たんとう

の理解
りかい

は得られて
え ら れ て

も、財務
ざいむ

部 局
ぶきょく

の 所
ところ

で却 下
きゃっか

されるとよく聞く
き く

。予算
よさん

取り
と り

の段 階
だんかい

で、現場
げんば

の声
こえ

を伝える
つたえる

場
ば

が確保
かくほ

できると良い
よ い

。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 「義務的
ぎむてき

経費
けいひ

」であることは、地域間
ちいきかん

格差
かくさ

の平 準 化
へいじゅんか

の観 点
かんてん

から必 要
ひつよう

。ただし、国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

については、地域
ちいき

生 活
せいかつ

が可能
かのう

となる水 準
すいじゅん

となるよう別
べつ

に論議
ろんぎ

すべき。 
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○理由
りゆう

 

 「義務的
ぎむてき

経費化
けいひか

」については、市 町 村
しちょうそん

など地方
ちほう

自治体
じちたい

の財 政 力
ざいせいりょく

にかかわらずサービス
さ ー び す

実施
じっし

が可能
かのう

となった（地域間
ちいきかん

格差
かくさ

の平 準 化
へいじゅんか

）という評 価
ひょうか

できる側 面
そくめん

もある。ただし、

このことと「国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

」については別
べつ

問 題
もんだい

であり、国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

のあり方
かた

につ

いては、義務的
ぎむてき

経費
けいひ

か否
いな

かとは別
べつ

の論 点
ろんてん

として、地域
ちいき

生 活
せいかつ

が可能
かのう

となる水 準
すいじゅん

のあり

方
かた

について、制度
せいど

全 般
ぜんぱん

の論議
ろんぎ

の中
なか

で、総 合 的
そうごうてき

に検 討
けんとう

すべきと考
かんが

える。 

 

【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 日本
にほん

は最 低
さいてい

基 準
きじゅん

が最
さい

高 基 準
こうきじゅん

になってしまっているので改 善
かいぜん

が必 要
ひつよう

である。地域
ちいき

も前 提
ぜんてい

にする。BASEを保 障
ほしょう

し、そこからの上 積
うわづみ

みをしていく方 法
ほうほう

が良
よ

いのではない

か？ 

 国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

は廃
はい

止
し

し、必
かなら

ず国
くに

２分
ぷん

の１、都道府県
とどうふけん

４分
ぷん

の１を確保
かくほ

する。その上
うえ

で、

市区
し く

町 村
ちょうそん

の規模
き ぼ

（人 口
じんこう

）によって「その市 町 村
しちょうそん

が負担
ふたん

すべき負担
ふたん

総 額
そうがく

の上 限
じょうげん

」を定
さだ

め、それを超
こ

えた分
ぶん

については国
くに

と都道府県
とどうふけん

が自動的
じどうてき

に財 源
ざいげん

補
ほ

てんとすれば、当 然
とうぜん

に

人 口
じんこう

の尐
すく

ない地域
ちいき

は「その市 町 村
しちょうそん

が負担
ふたん

すべき負担
ふたん

総 額
そうがく

の上 限
じょうげん

」が低
ひく

く抑
おさ

えられ

るため、「財布
さいふ

を気
き

にして支 給
しきゅう

決 定
けってい

を渋
しぶ

る」という状 況
じょうきょう

は解
かい

消
しょう

されるが、このよう

な仕組
し く

みを実 現
じつげん

するために必 要
ひつよう

な財 源
ざいげん

確保
かくほ

策
さく

こそ議論
ぎろん

されるべきである。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 国
くに

や地方
ちほう

の財 政 的
ざいせいてき

観 点
かんてん

からすれば、「在 宅
ざいたく

サービスも含
ふく

めて義務的
ぎむてき

経費化
けいひか

」が

「国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

の範囲内
はんいない

」となるのもやむを得
え

ないといえる。このサービスの上 限
じょうげん

の

問 題
もんだい

を解
かい

決
けっ

するためには、国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

は廃
はい

止
よ

し、必
かなら

ず国
くに

２分
ふん

の１、都道府県
とどうふけん

４分
ぷん

の１を確保
かくほ

し、その上
うえ

で、市区
し く

町 村
ちょうそん

の規模
き ぼ

（人 口
じんこう

）によって「その市 町 村
しちょうそん

が負担
ふたん

す

べき負担
ふたん

総 額
そうがく

の上 限
じょうげん

」を定
さだ

め、それを超
こ

えた分
ぶん

については国
くに

と都道府県
とどうふけん

が自動的
じどうてき

に

財 源
ざいげん

補
ほ

てんすることであろう。 

 しかし、その財 源
ざいげん

の問 題
もんだい

は、いかに国 民
こくみん

の理解
りかい

を得
え

つつ確保
かくほ

するのかということで

あり、福祉
ふくし

サ－ビス全 体
ぜんたい

（あるいは社 会
しゃかい

保 障
ほしょう

全 体
ぜんたい

）の問 題
もんだい

として議論
ぎろん

をする必 要
ひつよう

があると考
かんが

える。 
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【大 濱
おおはま

委員
いいん

】 

○結論
けつろん

 

 たとえば、１人暮
く

らしの場合
ばあい

は非定型
ひていけい

でも国庫
こっこ

負担
ふたん

基準
きじゅん

の 1.5倍
ばい

や２倍
ばい

を上限
じょうげん

とする

などの規定
きてい

を設
もう

けている市町村
しちょうそん

もある。 

 国庫
こっこ

負担
ふたん

基準
きじゅん

は法
ほう

改 正
かいせい

で廃止
はいし

する。 

 なお、国庫
こっこ

負担
ふたん

基準
きじゅん

の廃止
はいし

は法
ほう

改 正
かいせい

が必要
ひつよう

だが、基準
きじゅん

の告示
こ く じ

額
がく

を「上限
じょうげん

なし」等
とう

に

設定
せってい

すれば、法
ほう

改 正
かいせい

なしに同
おな

じ効果
こうか

が得
え

られる。法
ほう

改 正
かいせい

ができるまでの間
あいだ

は告示
こ く じ

の

変更
へんこう

で即時
そ く じ

対応
たいおう

すべき。 

 

【岡部
おかべ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 利 用 量
りようりょう

の一 定
いってい

割 合
わりあい

を国
くに

が必
かなら

ず負担
ふたん

することが「義務的
ぎむてき

経費
けいひ

」の定義
ていぎ

である以 上
いじょう

、

そもそも国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

に基
もと

づく制 約
せいやく

を設
もう

けたことが誤
あやま

りであり、廃止
はいし

すべき。また、

自治体
じちたい

格差
かくさ

の解 消
かいしょう

を考
かんが

えるならば、必 要
ひつよう

なのは逆
ぎゃく

に高 額
こうがく

介護費
かいごひ

に対
たい

する補填
ほてん

のメカ

ニズムであろう。（Ｆ－２－３で言 及
げんきゅう

） 

 

【小田島
おだじま

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

を無く
な く

して、すべてのサービス
さ ー び す

に国
くに

が半 分
はんぶん

お金
おかね

を出す
だ す

ようにする。 

○理由
りゆう

 

 市
し

役 所
やくしょ

は負担
ふたん

が多い
おおい

とサービス
さ ー び す

を減らして
へ ら し て

しまうから。 

 

【小野
お の

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 問 題
もんだい

であり、ただちに見直
みなお

すべきである。 

○理由
りゆう

 

 たとえば、東 京
とうきょう

都内
とない

の 26市
し

は、自立
じりつ

支援法
しえんほう

実施
じっし

の 2006年度
ねんど

、居 宅
きょたく

支援
しえん

関 係
かんけい

で約
やく

8億
おく

の赤字
あかじ

だった。赤字
あかじ

を出
だ

すほど支 給
しきゅう

している自治体
じちたい

はまだ良
よ

い方
ほう

だが、基
き

準 額
じゅんがく

の

範囲内
はんいない

に支 給 量
しきゅうりょう

をとどめている自治体
じちたい

は多
おお

くある。 
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【門屋
かどや

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

特 例
とくれい

権 限
けんげん

を市 町 村
しちょうそん

ないし都道府県
とどうふけん

に与
あた

える制度
せいど

にしてはどうか。 

○理由
りゆう

 

 国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

を超
こ

える必 要
ひつよう

のある事例
じれい

について、特 例
とくれい

として認
みと

める基 準
きじゅん

を作
つく

る。

その特 例
とくれい

と判 断
はんだん

する過程
かてい

に市 町 村
しちょうそん

の自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

・個別
こべつ

支援
しえん

会議
かいぎ

、審査会
しんさかい

など

を経
た

て、都道府県
とどうふけん

に上
あ

げて自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

、審査会
しんさかい

など重 層 的
じゅうそうてき

検 討
けんとう

を経
た

て判 断
はんだん

さ

れるなどの手 順
てじゅん

が必 要
ひつよう

。 

 

【河 崎
かわさき

（建
たつ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 限
かぎ

られた財 源
ざいげん

の中
なか

での論議
ろんぎ

では、これ以 上
いじょう

の改 革
かいかく

はすすまない。消 費 税
しょうひぜい

を福祉
ふくし

目 的
もくてき

税化
ぜいか

して広
ひろ

く国 民
こくみん

が負担
ふたん

し西欧並
せいおうな

みの福祉
ふくし

国家
こっか

を実 現
じつげん

することが問 題
もんだい

解 決
かいけつ

の早 道
はやみち

と思
おも

う。また、支援費
しえんひ

制度
せいど

の破綻
はたん

が出 発 点
しゅっぱつてん

になって、自立
じりつ

支援法
しえんほう

が制 定
せいてい

され、

その大
おお

きな柱
はしら

のひとつが「国
くに

による義務的
ぎむてき

経費化
けいひか

」であった。障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

が、いわゆ

る税
ぜい

方 式
ほうしき

に基
もと

づく以 上
いじょう

、最 終 的
さいしゅうてき

に国
くに

が財 政 的
ざいせいてき

責 任
せきにん

をもつのは、必 要
ひつよう

である。

反 面
はんめん

、自治体
じちたい

において国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

がサービス
さ ー び す

の上 限
じょうげん

となっているとの指摘
してき

について

は、「地方
ちほう

分 権
ぶんけん

」の進 展
しんてん

に期待
きたい

するしかないのではないか。 

 

【倉田
くらた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 F-1-(2)に同じ
おな 

 

（F-5-1も 参 照
さんしょう

されたい。） 

○理由
りゆう

 

 F-1-(2)に同 じ
おな  

 

（F-5-1も 参 照
さんしょう

されたい。） 
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【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 国庫
こっこ

補助
ほじょ

基 準
きじゅん

の上 限
じょうげん

の撤 廃
てっぱい

について検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

である。 

 

【齋 藤
さいとう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 現 在
げんざい

の区分
くぶん

認 定
にんてい

の仕組
し く

みを改
あらた

めれば、自動的
じどうてき

に国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

そのものを見直
みなお

すこ

とになる。 

 そこで国
くに

と地方
ちほう

の財 源
ざいげん

負担
ふたん

のあり方
かた

を一
いち

からどうするかを決
き

めなければならない。 

 

【坂 本
さかもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 財 源
ざいげん

の確保
かくほ

がきちんとなされることが必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

を超
こ

えるサービスについては、 町
ちょう

財 源
ざいげん

の持
も

ち出
だ

しとなり、サービ

ス量
りょう

の抑 制
よくせい

につながりかねない。義務的
ぎむてき

経費
けいひ

とするなら国
くに

の財 源
ざいげん

確保
かくほ

は義務
ぎ む

である。 

 

【竹 端
たけばた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 論 点
ろんてん

C-２-２）とおなじ。だが、もう一度
いちど

かいておく。これを参
さん

こうにしようねとい

う基 準
きじゅん

は、これを守
まも

らなければならないという上 限
じょうげん

に、これまでなんども変
か

わってき

た。そのたびに、障 害
しょうがい

のある人
ひと

たちは、怒
いか

りの声
こえ

をあげてきた。同
おな

じことをくりかえ

さないためにも、基 準
きじゅん

をこえる支
し

えんを必 要
ひつよう

とする人
ひと

にちゃんと必 要
ひつよう

な量
りょう

と質
しつ

の

サービス
さ ー び す

がとどくための基金
ききん

を考
かんが

えるべきだ。 

○理由
りゆう

 

 来 年
らいねん

の予算
よさん

はいくらくらいになるかわかっている必 要
ひつよう

がある。そして、障 害
しょうがい

のある

人
ひと

の福祉
ふくし

にかかる予算
よさん

がいくらか、基 準
きじゅん

がないとわからない、という人
ひと

がいる。たし

かにそういう一 面
いちめん

もあるが、それだけが正
ただ

しいのではない。新 法
しんぽう

ができてからは、５年
ねん

か１０年
ねん

の間
あいだ

はたしかに予算
よさん

は毎 年
まいとし

増
ふ

えるだろう。でも、必 要
ひつよう

なニーズ
に ー ず

が満
み

たされた

ら、予算
よさん

の伸
の

びはおさまる。高 齢 者
こうれいしゃ

と違
ちが

い、障 害 者
しょうがいしゃ

の数
かず

とわりあいは、ほぼ一 定
いってい

だ。
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９０年 代
ねんだい

に高
こう

れい者
しゃ

福祉
ふくし

でゴールドプラン
ご ー る ど ぷ ら ん

を立
た

てたように、どこかで予算
よさん

を沢 山
たくさん

用意
ようい

して、不 十 分
ふじゅうぶん

な地域
ちいき

の障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

の状 況
じょうきょう

をかえる必 要
ひつよう

がある。 

 

【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

は即 刻
そっこく

廃止
はいし

されるべきである。 

○理由
りゆう

 

 義務的
ぎむてき

経費化
けいひか

されたものについて国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

が決
き

められるというのは国
くに

の財 政
ざいせい

責 任
せきにん

を果
は

たしていないことを明
あき

らかにしている。 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 市 町 村
しちょうそん

が必 要
ひつよう

な支 援 量
しえんりょう

を確保
かくほ

するために、市 町 村
しちょうそん

の規模
き ぼ

ごとに市 町 村
しちょうそん

の負担
ふたん

上 限 額
じょうげんがく

を定めた
さだ  

うえで、それを超えた
こ   

費用
ひよう

については国
くに

や都道
とどう

府県
ふけん

が補填
ほてん

する仕組み
し く  

が 考
かんが

えられる。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 個別
こべつ

ニーズはさまざま。必 要
ひつよう

な支援
しえん

は公 的
こうてき

に保 障
ほしょう

すべきである。 

 難 病
なんびょう

医療費
いりょうひ

の公費
こうひ

負担分
ふたんぶん

の地方
ちほう

超 過
ちょうか

負担
ふたん

（国
くに

と地方
ちほう

＝５：５が、現 状
げんじょう

は 3：7 に

なっている）は直
ただ

ちに解
かい

消
しょう

すべきである。 

 特 定
とくてい

疾 患
しっかん

以外
いがい

の多
おお

くの難 病
なんびょう

・慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

患 者
かんじゃ

は、高 額
こうがく

療 養 費
りょうようひ

の自己
じ こ

負担
ふたん

上 限
じょうげん

が高
たか

いことで苦
くる

しんでいる。患 者
かんじゃ

負担
ふたん

限度
げんど

額
がく

の大 幅
おおはば

な引
ひ

き下
さ

げは急 務
きゅうむ

である。 

 

【橋 本
はしもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

給 付
きゅうふ

を自治体
じちたい

の裁 量
さいりょう

にすべきではなく、国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

を撤
てつ

廃
はい

し、国
くに

が財 源
ざいげん

を保 障
ほしょう

すべきである。 
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【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 国家
こっか

負担基
ふたんもと

準 額
じゅんがく

は廃
はい

止
よ

し、財 源
ざいげん

が厳
きび

しい自治体
じちたい

については国
くに

が支援
しえん

できる体 制
たいせい

を整備
せいび

する。 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

は廃止
はいし

を含
ふく

めた抜
ばっ

本 的
ぽんてき

な検 討
けんとう

を行
おこな

うべきで、障 害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の実費
じっぴ

負担
ふたん

についても早 急
さっきゅう

に見直
みなお

すべきである。その上
うえ

で、 障 害
しょうがい

者
しゃ

関 係
かんけい

予算
よさん

の

国 際
こくさい

水 準
すいじゅん

に見合
み あ

う額
がく

への増 額
ぞうがく

を図
はか

ることが、問 題
もんだい

解 決
かいけつ

への道
みち

である。 

○理由
りゆう

 

 自立
じりつ

支援法
しえんほう

の応
おう

益
えき

負担
ふたん

廃止
はいし

の根 幹
こんかん

に係
かか

わる問 題
もんだい

であり、国 民
こくみん

世論
せろん

の構 築
こうちく

も含
ふく

めて、私
わたし

たちの運 動
うんどう

の 重 点
じゅうてん

課題
かだい

である。 

 

【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

の廃止
はいし

。 

 在 宅
ざいたく

福祉
ふくし

の義務的
ぎむてき

経費
けいひ

負担
ふたん

。 

○理由
りゆう

 

 指摘
してき

のとおりの実 態
じったい

があるから。 

 判 例 上
はんれいじょう

も支援
しえん

は個別
こべつ

の必 要
ひつよう

性
せい

を保 障
ほしょう

しない場合
ばあい

違法
いほう

とされており、抜 本 的
ばっぽんてき

な

制度
せいど

改 革
かいかく

をしないと国
くに

や地方
ちほう

自治体
じちたい

は違法
いほう

、違憲
いけん

の責 任
せきにん

を問
と

われる。 

 

【増田
ますだ

委員
いいん

】 

○結論 

 国庫
こっこ

負担基
ふたんき

準 額
じゅんがく

の廃止
はいし

． 

 

【三浦
みうら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 十 分
じゅうぶん

な財 源
ざいげん

が確保
かくほ

されるならば 将 来 的
しょうらいてき

には国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

は不要
ふよう

となる。ただ
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し、当 面
とうめん

の課題
かだい

としては、国
くに

として一 定
いってい

の財 政 的
ざいせいてき

支援
しえん

を明 確
めいかく

にする観 点
かんてん

から、国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

を維持
い じ

しつつ、基 準
きじゅん

の引き上げ
ひ  あ  

を 行 う
おこな  

。また、基 準
きじゅん

を超える
こ   

支 給
しきゅう

決 定
けってい

を

阻害
そがい

する要 因
よういん

である、財 源
ざいげん

不足
ぶそく

やサービス
さ ー び す

提 供 事
ていきょうじ

業 者
ぎょうしゃ

の不足
ふそく

等
とう

を 解 消
かいしょう

するた

めの施策
せさく

を講じる
こう   

ことが大 切
たいせつ

である。 

 最 終 的
さいしゅうてき

には、ケアプラン
け あ ぷ ら ん

をもとに、必 要
ひつよう

な支 援 量
しえんりょう

を認 め る
みと    

かたちでの支 給
しきゅう

決 定
けってい

とされるべき。 

○理由
りゆう

 

 地域間
ちいきかん

格差
かくさ

の 解 消
かいしょう

と 必 要
ひつよう

な 支 給 量
しきゅうりょう

の確保
かくほ

が 重 要
じゅうよう

であり、 最 終 的
さいしゅうてき

には

財 源
ざいげん

問 題
もんだい

につきるものと考えられる
かんが      

。中 長 期 的
ちゅうちょうきてき

視野
し や

にたって、必 要
ひつよう

な支援
しえん

決 定
けってい

のなされる仕組み
し く  

に近づける
ちか    

努 力
どりょく

が必 要
ひつよう

であると思われる
おも     

ため。 

 

【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

 国
こつ

庫
こ

負
ふ

担
たん

基
き

準
じゆん

があるがゆえに、支
し

給
きゆう

量
りよう

の市
し

町
ちよう

村
そん

格
かく

差
さ

が 生
しよう

じている。必
ひつ

要
よう

であれば国
こつ

庫
こ

負
ふ

担
たん

基
き

準
じゆん

を上
うわ

回
まわ

る支
し

給
きゆう

量
りよう

を出
だ

せる制
せい

度
ど

にし、国
こつ

庫
こ

負
ふ

担
たん

基
き

準
じゆん

を

超
こ

える場
ば

合
あい

も、市
し

町
ちよう

村
そん

に補
ほ

助
じよ

できる制
せい

度
ど

にすべきでないか。 

○理
り

由
ゆう

 

 一
ひと

人
り

暮
く

らしをめざす人
ひと

、グループホーム、ケアホームの生
せい

活
かつ

をめざす人
ひと

が必
ひつ

要
よう

な居
きよ

宅
たく

介
かい

護
ご

等
とう

の支
し

給
きゆう

量
りよう

が確
かく

保
ほ

できないと、地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

が困
こん

難
なん

になる場
ば

合
あい

があるから。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

○結論 

 社 会
しゃかい

モデル
も で る

によると、 障 害
しょうがい

は社 会
しゃかい

との関 係 性
かんけいせい

から 生
しょう

ずる。そのように 考
かんが

え

ると、 障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

の 延 長 上
えんちょうじょう

にあるのは、誰
だれ

もが暮
く

らしやすい社
しゃ

会
かい

環
かん

境
きょう

の

構 築
こうちく

であり、そのための一
ひと

つひとつの支援
しえん

メニュー
め に ゅ ー

の 充 実
じゅうじつ

が求
もと

められる。そこで、

在 宅
ざいたく

サービス
さ ー び す

に関
かん

する 支
しえん

援 メ
めにゅー

ニューの 充 実
じゅうじつ

を図
はか

るためには、安 定
あんてい

した財 源
ざいげん

を確保
かくほ

して、地域
ちいき

の社 会
しゃかい

環 境
かんきょう

の 充 実
じゅうじつ

を図
はか

る 必
ひつよう

要がある。 

○理由 

 現 行
げんこう

のシステム
し す て む

では結果
けっか

として、国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

が事 実 上
じじつじょう

のサービス
さ ー び す

の 上 限
じょうげん

にな

っている。 
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【山 本
やまもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 上 限
じょうげん

となってはならない 

○理由
りゆう

 

支援
しえん

はあくまで障 害 者
しょうがいしゃ

が他
ほか

のものと平 等
びょうどう

な基本的
きほんてき

人 権
じんけん

享 受
きょうじゅ

のためにある以 上
いじょう

上 限
じょうげん

など設 定
せってい

されてはならず、必 要
ひつよう

な資金
しきん

は国
くに

が補 償
ほしょう

すべき 
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＜項 目
こうもく

F
えふ

-5 国
くに

と地方
ちほう

の役 割
やくわり

＞ 

論 点
ろんてん

F
えふ

-5-1) 現 在
げんざい

、障 害 者
しょうがいしゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

の中
なか

では、「施設
しせつ

・ 病 院
びょういん

から地域
ちいき

生 活
せいかつ

への

転 換
てんかん

」「どの地域
ちいき

であっても安 心
あんしん

して暮
く

らせる」方 向
ほうこう

が目指
め ざ

されている。一 方
いっぽう

、地域
ちいき

主 権
しゅけん

改 革
かいかく

では「現 金
げんきん

給 付
きゅうふ

は国
くに

、サービス
さ ー び す

給 付
きゅうふ

は地方
ちほう

」との一 括
いっかつ

交付
こうふ

金化
きんか

の 考
かんが

え

が示
しめ

されている。 障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

に関
かん

して国
くに

と地方
ちほう

の役 割
やくわり

をどう 考
かんが

える

か？ 

 

【朝比奈
あさひな

委員
いいん

】 

○結論 

 障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の地域間
ちいきかん

格差
かくさ

は大きく
おおきく

、国
くに

の役 割
やくわり

は依然として
い ぜんと して

重 要
じゅうよう

。 

ただし、それは最 低
さいてい

保 障
ほしょう

という点
てん

にウエイト
う え い と

を置く
お く

べきで、地域
いき

の 実 情
じつじょう

や 特 色
とくしょく

に 

あったサービス
さ ー び す

を縛る
しばる

ものではない。 

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 国
くに

・都道府県
とどうふけん

・区
く

市 町 村
しちょうそん

の役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

を明 確
めいかく

にするべきである。 

 国
くに

は基本的
きほんてき

な方 針
ほうしん

を示
しめ

し、地域
ちいき

の自主性
じしゅせい

・自立性
じりつせい

を尊 重
そんちょう

するとともに、障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

について、制度
せいど

設 計 者
せっけいしゃ

としての責 任
せきにん

を負
お

い、また、全 国 的
ぜんこくてき

にサービス
さ ー び す

を保 障
ほしょう

す

る観 点
かんてん

から、確 実
かくじつ

な財 政
ざいせい

措置
そ ち

を講
こう

じる責 任
せきにん

を負
お

うものである。さらに十 分
じゅうぶん

な予算
よさん

確保
かくほ

の見通
みとお

しを立
た

てたうえで、一 括
いっかつ

交付
こうふ

金化
きんか

についても検 討
けんとう

するべきである。 

 また、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

は障 害 者
しょうがいしゃ

に身近
みぢか

な実施
じっし

主 体
しゅたい

として、地域
ちいき

の実 情
じつじょう

や利用者
りようしゃ

の

ニーズ
に ー ず

に応
おう

じた、的 確
てきかく

な事 業
じぎょう

を実施
じっし

できる権 限
けんげん

と責 任
せきにん

を持
も

つ必 要
ひつよう

がある。現 在
げんざい

、

教 育
きょういく

、雇用
こよう

、福祉
ふくし

、年 金
ねんきん

・共 済
きょうさい

等
とう

、障 害 者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

生 活
せいかつ

に大
おお

きく関
かか

わる各 種
かくしゅ

支援
しえん

主 体
しゅたい

は、国
くに

（労 働 局
ろうどうきょく

、年 金
ねんきん

機構
きこう

）、都道府県
とどうふけん

・市 町 村
しちょうそん

（首 長
しゅちょう

部 局
ぶきょく

（福祉
ふくし

、雇用
こよう

）、

教 育
きょういく

委員会
いいんかい

）に役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

が分 散
ぶんさん

し、入
い

り組
く

んでいるので、役 割
やくわり

の明確化
めいかくか

を図
はか

る

べき。 

○理由
りゆう

 

 基本的
きほんてき

な方 針
ほうしん

は全 国
ぜんこく

で共 通
きょうつう

のものとする必 要
ひつよう

があるが、住 民
じゅうみん

に最
もっと

も身近
みぢか

な

存 在
そんざい

である区
く

市 町 村
しちょうそん

が、地域
ちいき

の実 情
じつじょう

に応
おう

じて必 要
ひつよう

なサービス
さ ー び す

を提 供
ていきょう

できるように

していく必 要
ひつよう

がある。 
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 なお、現 行
げんこう

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

のように、十 分
じゅうぶん

な補助
ほじょ

金
きん

が交
こう

付
ふ

されず区
く

市 町 村
しちょうそん

に財 源
ざいげん

不足
ふそく

を強
し

いることのないよう、真
しん

に必 要
ひつよう

なサービス
さ ー び す

を提 供
ていきょう

できるよう財 源
ざいげん

を

確保
かくほ

する必 要
ひつよう

がある。 

 近 年
きんねん

、国
くに

においては、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

に新
あら

たな負担
ふたん

が生
しょう

じる制度
せいど

の創 設
そうせつ

や安易
あんい

な

制度
せいど

の組
く

み替
か

えを、突 然
とつぜん

かつ一 方 的
いっぽうてき

に行
おこな

うことが多
おお

く見
み

られるが、こうした国
くに

の措置
そ ち

により、その都度
つ ど

、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

は混 乱
こんらん

させられ、財 政
ざいせい

運 営
うんえい

に重 大
じゅうだい

な支 障
ししょう

を来
きた

してきた。 

 地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

において安 定 的
あんていてき

に事 業
じぎょう

が円 滑
えんかつ

に実施
じっし

できるよう、役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

を

明確化
めいかくか

するとともに、必 要
ひつよう

な財 源
ざいげん

が確保
かくほ

されなければならない。 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 地域
ちいき

主 権
しゅけん

の掛け声
かけごえ

のもとで、事 業
じぎょう

の実施
じっし

水 準
すいじゅん

を個々
こ こ

の地方
ちほう

自治体
じちたい

にゆだねるのは

危険
きけん

である。ナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

の厳 正
げんせい

な設 定
せってい

がはかられるべきである。基本的
きほんてき

には、

最 低
さいてい

基 準
きじゅん

と財 源
ざいげん

は、国
くに

がキチン
き ち ん

と持つ
も つ

べき！（何処
ど こ

に居て
い て

も最 低
さいてい

保 証
ほしょう

は国
くに

の

役 割
やくわり

） 

○理由 

 地域
ちいき

格差
かくさ

をなくすために、国
くに

全 体
ぜんたい

の統 一
とういつ

の最 低 限
さいていげん

の 水 準
すいじゅん

は必 要
ひつよう

だと考える
かんがえる

。

日本
にほん

のあるべき福祉
ふくし

の 姿
すがた

を国
くに

として定め
さだめ

、その実施
じっし

の義務化
ぎ む か

を求める
もとめる

。根 本 的
こんぽんてき

には、

何処
ど こ

に居ても日本
にほん

国 民
こくみん

なのだから、等しく
ひとしく

支援
しえん

の 供 給
きょうきゅう

は成されなければ
な さ れ な け れ ば

ならない。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 国 民
こくみん

の健 康
けんこう

と最 低 限
さいていげん

の生 活
せいかつ

の保 障
ほしょう

が憲 法
けんぽう

に示
しめ

されているので、国
くに

は、障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

等
とう

の参 画
さんかく

の下
した

に基本的
きほんてき

な制度
せいど

を作 成
さくせい

、財 源
ざいげん

の確保
かくほ

をし、その実施
じっし

主 体
しゅたい

であ

る地方
ちほう

は、地域
ちいき

の特 徴
とくちょう

を当事者
とうじしゃ

が参 画
さんかく

した中
なか

で加味
か み

し、計 画
けいかく

を実施
じっし

する。 

○理由
りゆう

 

 障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

とその家族
かぞく

及
およ

び支援者
しえんしゃ

が常
つね

に参 画
さんかく

するということが基本
きほん

。 
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【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

を 明 確
めいかく

にし、地方
ちほう

の特 殊 性
とくしゅせい

を生
い

かす形
かたち

で 国
くに

と地方
ちほう

の役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

が出来
で き

ると良
よ

いと思
おも

う。 

○理由
りゆう

 

 制度
せいど

の中
なか

で国
くに

と地方
ちほう

の役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

を決
き

めることに終 始
しゅうし

するのではなく、制度
せいど

の中
なか

で

の国
くに

と地方
ちほう

の役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

を原 則
げんそく

としつつも、地域
ちいき

格差
かくさ

を解
かい

消
しょう

していくための国
くに

の

役 割
やくわり

を明 確
めいかく

にしていくことが必 要
ひつよう

。経 済 的
けいざいてき

に立
た

ちゆかない地域
ちいき

在 住
ざいじゅう

の障 害 者
しょうがいしゃ

が

「自分
じぶん

の暮
く

らしたい生 活
せいかつ

」をあきらめないような柔 軟
じゅうなん

な制度
せいど

を国
くに

と地方
ちほう

とで工夫
くふう

して

いくことが求
もと

められる。そういった工夫
くふう

の中
なか

に民 間
みんかん

の知恵
ち え

が生
い

きる土 壌
どじょう

も生
う

まれてく

るのではないだろうか。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスにおいて、地域
ちいき

主 権
しゅけん

改 革
かいかく

をそのまま進
すす

めれば、現 在
げんざい

の地方
ちほう

の

現 状
げんじょう

を見
み

る限
かぎ

り、その多
おお

くで混 乱
こんらん

やサービス水 準
すいじゅん

の务化
れっか

がもたらされ、地域間
ちいきかん

格差
かくさ

がさらに拡 大
かくだい

する危険
きけん

があると考
かんが

える。当 分
とうぶん

の間
あいだ

は、国
くに

としての一 定
いってい

水 準
すいじゅん

の障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスを確保
かくほ

しながら、地方
ちほう

の主 体 的
しゅたいてき

な成 長
せいちょう

を促
うなが

す施策
しさく

を講
こう

じる必 要
ひつよう

がある

と考
かんが

える。 

 なお、国
くに

と地方
ちほう

の役 割
やくわり

に関
かん

しては、国
くに

の責務
せきむ

として「ナショナルミニマム」の水 準
すいじゅん

を定
さだ

めて、そのいわゆる「上乗
うわの

せ」「横出
よこだ

し」部分
ぶぶん

を（財 源
ざいげん

とともに）地方
ちほう

へ任
まか

せるか

たちが望
のぞ

ましいと考
かんが

える。 

○理由
りゆう

 

 我
わ

が国
くに

の方 向 性
ほうこうせい

としては、地域
ちいき

主 権
しゅけん

改 革
かいかく

を否定
ひてい

するものではないが、地方
ちほう

（特
とく

に

市区
し く

町 村
ちょうそん

）の現 状
げんじょう

を鑑
かんが

みると、障
しょう

がいのある人
ひと

の暮
く

らしが著
いちじる

しく低
ひく

い水 準
すいじゅん

に留
と

め

置
お

かれてしまう危険性
きけんせい

は高
たか

いと言
い

わざるを得
え

ない。また、障 害 者
しょうがいしゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

の中
ちゅう

で、国
くに

としてのナショナルミニマムのあり方
かた

と地域
ちいき

福祉
ふくし

の主 体
しゅたい

としての地方
ちほう

の役 割
やくわり

・機能
きのう

に

関
かん

する議論
ぎろん

が不 十 分
ふじゅうぶん

であり、現 在
げんざい

の地域
ちいき

主 権
しゅけん

改 革
かいかく

の早 急
さっきゅう

に進
すす

めることには危惧
き ぐ

がある。 
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【大 濱
おおはま

委員
いいん

】 

○結論
けつろん

 

 障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスについては、24時間
じかん

介護
かいご

の 1800市
し

町村
ちょうそん

での実施
じっし

など、地域間
ちいきかん

格差
かくさ

が

なくなるまでは国
くに

の施策
し さ く

として実施
じっし

するべき。将来
しょうらい

、それが達成
たっせい

した後
あと

であれば、全国
ぜんこく

一律
いちりつ

の体系
たいけい

ではなく、地方
ちほう

によっての差
さ

もありえる。北国
きたぐに

では冬
ふゆ

の燃料費
ねんりょうひ

、南国
なんごく

では

夏
なつ

の冷房費
れいぼうひ

なども要
い

るように、地域差
ちい き さ

、例
たと

えば人口
じんこう

密度
みつど

の尐
すく

ない地域
ちいき

への対応
たいおう

など。 

○理由
りゆう

 

 権利
けんり

条約
じょうやく

や憲法
けんぽう

にあるナショナルミニマムの実施
じっし

までは国
くに

の責務
せきむ

のため。 

 

【岡部
おかべ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 全 国
ぜんこく

で一元化
いちげんか

されたサービスの費用
ひよう

を個人
こじん

単位
たんい

で給 付
きゅうふ

する制度
せいど

である以 上
いじょう

、国
くに

は

自治体
じちたい

格差
かくさ

の調 整
ちょうせい

を含
ふく

めた財
ざい

の再 分 配
さいぶんぱい

機能
きのう

を軸
じく

とし、自治体
じちたい

については支 給
しきゅう

決 定
けってい

事務
じ む

や援護
えんご

の最 終
さいしゅう

責 任
せきにん

を基本
きほん

とする役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

を行
おこな

うべきである。 

 

【小澤
おざわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

・ミニマム
み に ま む

水 準
すいじゅん

の保 障
ほしょう

までは、国
くに

が行
おこな

い。地域
ちいき

の実 情
じつじょう

に応
おう

じて、必 要
ひつよう

なサービス
さ ー び す

給 付
きゅうふ

は地方
ちほう

が行
おこな

う。 

・地方
ちほう

の範囲
はんい

は、市 町 村
しちょうそん

よりも広
ひろ

い一 定
いってい

人 口
じんこう

をもとにした福祉
ふくし

サービス圏域
さーびすけんいき

を設 定
せってい

し、基盤
きばん

整備
せいび

を効 率 的
こうりつてき

に推 進
すいしん

するようにする。 

○理由
りゆう

 

・地方
ちほう

主 権
しゅけん

の考
かんが

え方
かた

はよいが、市 町 村
しちょうそん

の体 力 差
たいりょくさ

（人 口
じんこう

、基盤
きばん

、財 政
ざいせい

などの差
さ

）

が激
はげ

しいため、結果的
けっかてき

に格差
かくさ

になっている問 題
もんだい

を是正
ぜせい

した上
うえ

で実施
じっし

する。 

 

【小田島
おだじま

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

のサービス
さ ー び す

は国
くに

が責 任
せきにん

をもってやるべき。 

○理由
りゆう

 

 国
くに

が責 任
せきにん

をもたないと、サービス
さ ー び す

のない地域
ちいき

では 障 害 者
しょうがいしゃ

は暮らせない
く ら せ な い

ので。 
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【小野
お の

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

絶 対
ぜったい

に通
とお

すべきではない。 

○理由
りゆう

 

 現 状
げんじょう

のまま、地域
ちいき

主 権
しゅけん

改 革 法
かいかくほう

が通
とお

ってしまったら、さらに地域間
ちいきかん

格差
かくさ

はひろがり、

制度
せいど

改 革
かいかく

そのものがストップ
す と っ ぷ

してしまう。またわが国
くに

は、福祉
ふくし

施策
しさく

の国庫
こっこ

負担
ふたん

の地方
ちほう

交付
こうふ

金化
きんか

で失 敗
しっぱい

し、国庫
こっこ

負担
ふたん

金
きん

に戻
もど

した経緯
けいい

がある。 

 

【門屋
かどや

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 結果的
けっかてき

に地域
ちいき

によってサービス
さ ー び す

内 容
ないよう

が違
ちが

うこともあってよいと思
おも

う。 

○理由
りゆう

 

 現 在
げんざい

まで、 全 国
ぜんこく

一 律
いちりつ

の制度
せいど

であったはずの 実 態
じったい

は、 精 神
せいしん

医 療
いりょう

に限
かぎ

れば、

都道府県
とどうふけん

によって 入 院 者 数
にゅういんしゃすう

、 入 院
にゅういん

期間
きかん

の格差
かくさ

ははなはだしくあり、医療費
いりょうひ

の

都道府県
とどうふけん

格差
かくさ

も大
おお

きく、財 源
ざいげん

配 分
はいぶん

の明
あき

らかな不 平 等
ふびょうどう

が認
みと

められる。これらは根 本
こんぽん

から見直
みなお

すべきである。  

 

【河 崎
かわさき

（建
たつ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 国
くに

が障 害 者
しょうがいしゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

を国家
こっか

プロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

として位置付
い ち づ

けるならば、当 然
とうぜん

、財 政 的
ざいせいてき

裏付
うらづ

けを行
おこな

うべきである。その上
うえ

で実 際
じっさい

のサービス
さ ー び す

給 付
きゅうふ

が、地域
ちいき

格差
かくさ

なく 提 供
ていきょう

でき

るのであればサービス
さ ー び す

給 付
きゅうふ

は地方
ちほう

が行
おこな

うべき。 

 

【川 崎
かわさき

（洋
よう

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

において、地方
ちほう

が最
さい

低
てい

限
げん

守
まも

るべき基 準
きじゅん

は、国
くに

が確固
かっこ

たるも

のを作
つく

るべきである。 

○理由
りゆう

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

において守
まも

らなければならないものは、地方
ちほう

に一 任
いちにん

されるもの



29 

 

ではない。 

 

【北 浦
きたうら

委員
いいん

】 

○結論 

 障 害 者
しょうがいしゃ

制度
せいど

においては、地方
ちほう

は、 住 民
じゅうみん

のニーズに基づいて
もと    

福祉
ふくし

サービスを

計 画 的
けいかくてき

に 提 供
ていきょう

する責務
せきむ

があり、その支援
しえん

に要した
よう  

費用
ひよう

に対し
たい 

、国
くに

は、一 定
いってい

の割 合
わりあい

を持って
も   

財 源
ざいげん

を負担
ふたん

する役 割
やくわり

がある。しかし、一 括
いっかつ

交付
こうふ

金化
きんか

された場合
ばあい

には、地方
ちほう

の

首 長
しゅちょう

の 裁 量
さいりょう

で財 源
ざいげん

配 分
はいぶん

が決 定
けってい

されるため、 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

の必 要
ひつよう

財 源
ざいげん

が確保
かくほ

さ

れない恐
おそ

れがある。 

○理由 

 国
くに

と地方
ちほう

は、それぞれの与
あた

えられた役 割
やくわり

を 着 実
ちゃくじつ

かつ効果的
こうかてき

に果
は

たす必 要
ひつよう

がある。 

 

【倉田
くらた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

分野
ぶんや

においては、ナショナルミニマムとすべきサービス基 準
きじゅん

と運 用
うんよう

ルー

ルは国
くに

で定める
さだ   

べきであるし、一 括
いっかつ

交付
こうふ

金
きん

だろうとなんであろうと、そのナショナル

ミニマムを担保
たんぽ

できるだけの財 源
ざいげん

は当 然
とうぜん

に国
くに

が確保
かくほ

すべき。地方
ちほう

の役 割
やくわり

は、それら

を 着 実
ちゃくじつ

に執 行
しっこう

することと、地域
ちいき

の事 情
じじょう

にあわせて地方
ちほう

の創意
そうい

工夫
くふう

を活かし
い   

、将 来
しょうらい

のナショナルミニマムを 創 出
そうしゅつ

するようなトライアルを重ねる
かさ   

ことである。 

○理由
りゆう

 

 「地方
ちほう

分 権
ぶんけん

／地域
ちいき

主 権
しゅけん

」というキーワードを、本 来
ほんらい

、国
くに

が果たす
は   

べき責 任
せきにん

・役 割
やくわり

を放棄
ほうき

する言い訳
い わけ

に使 う
つか  

のは、地域
ちいき

主 権
しゅけん

改 革
かいかく

への“悪
あく

ノリ”であり、背 徳
はいとく

行為
こうい

であ

る。生 存
せいぞん

や生 活
せいかつ

の基礎
き そ

となる社 会
しゃかい

保 障
ほしょう

分野
ぶんや

においては、Ａ市
し

では生きて
い   

いけるが、

Ｂ市
し

では生きて
い   

いけない、などということがあってはならず、国
くに

は「人
ひと

の生 存
せいぞん

」につ

いて 積 極 的
せっきょくてき

に最 低
さいてい

ラインを確保
かくほ

する「責 任
せきにん

」と「矜 持
きょうじ

」を忘れる
わす  

べきでない。 

 

【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

の基 準
きじゅん

や財 源
ざいげん

は、ナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

として国
くに

が責 任
せきにん

をもつべきで

あり、その上
うえ

で地方
ちほう

による上乗
うわの

せ・横出
よこだ

しを行
おこな

うべきであると考
かんが

える。 



30 

 

 

【齋 藤
さいとう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 福祉
ふくし

サービス・地域
ちいき

主 権
しゅけん

の下
した

で進
すす

められてるのは将 来 像
しょうらいぞう

としては絶 対
ぜったい

に必 要
ひつよう

で

ある。そのために財 源
ざいげん

の地域
ちいき

移行
いこう

、地域
ちいき

での人 材
じんざい

育 成
いくせい

が前 提
ぜんてい

である。それが全
まった

く

不 十 分
ふじゅうぶん

な中
なか

での一 括
いっかつ

交付
こうふ

金
きん

では充 分
じゅうぶん

福祉
ふくし

サービスが供 給
きょうきゅう

されない地域
ちいき

が生
う

まれる

危険性
きけんせい

が大
だい

である。 

 

【清水
しみず

委員
いいん

】 

○結論 

 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

（個別
こべつ

給 付
きゅうふ

を 中 心
ちゅうしん

とする）に関して
かん

は基本的
きほんてき

に国
くに

の役 割
やくわり

で

あると考えます
かんが

。 

 

【竹 端
たけばた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 「他
ほか

の者
もの

との平
ひら

どう」を守
まも

るサービス
さ ー び す

は、どの地
ち

いきであっても同
おな

じように保
ほ

しょ

うされるべきもの（ナショナル
な し ょ な る

・ミニマム
み に ま む

やシビル
し び る

・ミニマム
み に ま む

にあたるもの）。なので、地方
ちほう

の自由
じゆう

にまかせるべきではなく、国
くに

として守
まも

るべき。地方
ちほう

にまかせるのは、それ以 上
いじょう

の

「よりよいサービス
さ ー び す

」をするためのやり方
かた

について、であるべき。 

○理由
りゆう

 

 障 害
しょうがい

のある人
ひと

に権利
けんり

として守
まも

られるべき部分
ぶぶん

までを地方
ちほう

の自由
じゆう

さいりょうにまかせ

てはいけない。地方
ちほう

が独
どく

じに判
はん

だんしてよいのは、上
うえ

を守
まも

ったうえで、それいじょう

の「より良
よ

いサービス
さ ー び す

」を作
つく

ろうとするこころみ、である。このふたつをちゃんと分
わ

け

て考
かんが

える必
ひつ

ようがある。 

 

【田中
たなか

（伸
のぶ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 新 法
しんぽう

における支援
しえん

は、障 害 者
しょうがいしゃ

の基本的
きほんてき

人 権
じんけん

の行使
こうし

を支
ささ

えるものとして位置
い ち

づけら

れるべきである。従
したが

って、国
くに

と地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

は協 力
きょうりょく

して障 害 者
しょうがいしゃ

への支援
しえん

体 制
たいせい

を

構 築
こうちく

すべきである。国
くに

と地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

の安易
あんい

な役 割
やくわり

の分 担
ぶんたん

は避
さ

けるべきである。 
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○理由
りゆう

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の基本的
きほんてき

人 権
じんけん

の保 障
ほしょう

の実質化
じっしつか

は、国
くに

と地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

が協 力
きょうりょく

して行
おこな

う

べきである。例
たと

えば、財 源
ざいげん

については、国
くに

と地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

とで適 切
てきせつ

な案 分
あんぶん

割 合
わりあい

を

定
さだ

めた上
うえ

で、障 害 者
しょうがいしゃ

の生 命
せいめい

・身 体
しんたい

を保護
ほ ご

するために必 要
ひつよう

な支援
しえん

、精 神 的
せいしんてき

自由
じゆう

の

行使
こうし

を支
ささ

える支援
しえん

などに必 要
ひつよう

な費用
ひよう

は義務的
ぎむてき

給 付
きゅうふ

とすること、支援
しえん

計 画
けいかく

の策 定
さくてい

にあ

たっても、最 小 限
さいしょうげん

の共 通
きょうつう

項 目
こうもく

を国
くに

レベル
れ べ る

で定
さだ

め、これに地域
ちいき

の実 情
じつじょう

に合
あ

わせた支援
しえん

を上乗
うわの

せできるようにするなどが考
かんが

えられる。 

 

【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 生 命
せいめい

生 活
せいかつ

の基盤
きばん

を守
まも

るべきは国
くに

の義務
ぎ む

である。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

主 権
しゅけん

改 革
かいかく

でサービス
さ ー び す

給 付
きゅうふ

は地方
ちほう

がすべての財 政
ざいせい

負担
ふたん

を 行
おこな

うという一 括
いっかつ

交付
こうふ

金
きん

の 考
かんが

え方
かた

は、現 実
げんじつ

には市 町 村
しちょうそん

に財 源
ざいげん

が 投 入
とうにゅう

される保 障
ほしょう

はないので、国
くに

が最 重 度
さいじゅうど

の 障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

を守
まも

れる制度
せいど

を国 民
こくみん

に保 障
ほしょう

すべきである。 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 国
こく

が施策
しさく

を通して
とお   

最 低 限
さいていげん

保 障
ほしょう

すべき基 準
きじゅん

（ナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

）を定めた
さだ   

上
うえ

で、

その上
うわ

乗せ
の  

部分
ぶぶん

を地方
ちほう

の取り組み
と  く

に任せる
まか  

仕組み
し く  

が望
のぞ

ましい。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

が主 体
しゅたい

的
てき

に創意
そうい

工夫
くふう

のもとにサービス
さ ー び す

を 提 供
ていきょう

していくという趣旨
しゅし

には賛
さん

同
どう

する。しかし、わ が 国
    くに

の 現 状
げんじょう

において地域
ちいき

主 権
しゅけん

改 革
かいかく

の考 え 方
かんが かた

がそのまま進めば
すす  

、

サービス
さ ー び す

の質
しつ

の低下
ていか

や地方間
ちほうかん

格差
かくさ

が拡 大
かくだい

される可能性
かのうせい

が大きい
おお   

。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

財 政 力
ざいせいりょく

は、自治体
じちたい

ごとにさまざま。支援
しえん

の地域
ちいき

格差
かくさ

を生
う

む最 大
さいだい

の原 因
げんいん

になっ

ている。地域
ちいき

主 権
しゅけん

改 革
かいかく

でも福祉
ふくし

に 関
かか

わる 財 源
ざいげん

は 国
くに

からの指定
してい

財 源
ざいげん

とし 一 般
いっぱん

財源化
ざいげんか

しないようにすべきである。「施設
しせつ

・病 院
びょういん

」と「地域
ちいき

生 活
せいかつ

」の二者択一
にしゃたくいつ

では安 心
あんしん
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して暮
く

らせる課題
かだい

は解
かい

決
けつ

せず、地域
ちいき

で安 心
あんしん

して暮
く

らせるためにも、必 要
ひつよう

な時
とき

に入 所
にゅうしょ

したり入 院
にゅういん

治 療
ちりょう

ができる施設
しせつ

・病 院
びょういん

の確保
かくほ

、これらの社 会
しゃかい

資源
しげん

を障 害
しょうがい

の実 情
じつじょう

に応
おう

じてコーディネートできる支援員
しえんいん

や相 談
そうだん

体 制
たいせい

、地域
ちいき

ネットワークなどの確保
かくほ

のため、

広 域
こういき

の視点
してん

も不可欠
ふかけつ

。国
くに

、地方
ちほう

が一 体
いったい

となって支
ささ

えるしくみがあってこそ、「どの地域
ちいき

であっても安 心
あんしん

して暮
く

らせる」が実 現
じつげん

できる。 

 

【橋 本
はしもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

においては、サービス
さ ー び す

提 供 者
ていきょうしゃ

の増 員
ぞういん

に関
かん

する具体的
ぐたいてき

な政 策
せいさく

を、国
くに

において

は長 時 間
ちょうじかん

サービス
さ ー び す

を実 現
じつげん

する財 源
ざいげん

の確保
かくほ

をお願
ねが

いしたい 

 

【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

の最 低
さいてい

基 準
きじゅん

は国
くに

が定
さだ

め，国
くに

の責 任
せきにん

で行
おこな

う．すなわち、財 源
ざいげん

などの

理由
りゆう

でその最 低
さいてい

基 準
きじゅん

を実施
じっし

できない地域
ちいき

については、国
くに

が支援
しえん

策
さく

講
こう

ずることが求
もと

め

られる。 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

のことは、住 民
じゅうみん

が決
き

める「地域
ちいき

主 権
しゅけん

」への転 換
てんかん

に意義
い ぎ

を唱
とな

えるものではない

が、地域
ちいき

の 障 害
しょうがい

者
しゃ

施策
しさく

の義務
ぎ む

規定
きてい

や当事者
とうじしゃ

参加
さんか

の規定
きてい

までが自治体
じちたい

の裁 量
さいりょう

に委
ゆだ

ねら

れることで、地域間
ちいきかん

格差
かくさ

がさらに増 大
ぞうだい

することになる。また、一 括
いっかつ

交付
こうふ

金化
きんか

によって、

障 害
しょうがい

者
しゃ

施策
しさく

が縮 減
しゅくげん

されてはならない。むしろ国
くに

は今
いま

、障 害
しょうがい

者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

の立場
たちば

か

ら言
い

えば、率 先
そっせん

して地域
ちいき

生 活
せいかつ

中 心
ちゅうしん

のサービス
さ ー び す

と財 政
ざいせい

構 造
こうぞう

への転 換
てんかん

を進
すす

めなけれ

ばならない時
とき

である。 

○理由
りゆう

 

 この地域
ちいき

主 権
しゅけん

推 進
すいしん

一 括
いっかつ

法 案
ほうあん

が国 会
こっかい

で決
き

められれば、 障 害
しょうがい

者
しゃ

の権利
けんり

の後 退
こうたい

を

招
まね

き、現 在
げんざい

推 進
すいしん

会議
かいぎ

やこの部会
ぶかい

で議論
ぎろん

している制度
せいど

改 革
かいかく

にも、大
おお

きく影 響
えいきょう

してく

ることは必至
ひっし

である。 
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【藤井
ふじい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

の創意
そうい

工夫
くふう

は活
い

かすべきであるが、福祉
ふくし

サービスにおいても、地方
ちほう

が守
まも

るべき

最 低
さいてい

の基 準
きじゅん

は国
くに

が設
もう

けるべきである。（※個別
こべつ

に付与
ふ よ

される請 求 権
せいきゅうけん

、ナショナルミ

ニマムなど）。 

○理由
りゆう

 

 自治体
じちたい

の財 政
ざいせい

事 情
じじょう

には大
おお

きな隔
へだ

たりがあり、また政 策
せいさく

の重 点
じゅうてん

にも特 徴
とくちょう

がある。

こうした状 態
じょうたい

で障 害 者
しょうがいしゃ

政 策
せいさく

を自治体
じちたい

に委
ゆだ

ねた場合
ばあい

に、障 害
しょうがい

がある人
ひと

と他
ほか

の者
もの

との

平 等
びょうどう

の確保
かくほ

は難
むずか

しくなるため。 

 

【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 国
くに

は 障 害 者
しょうがいしゃ

の 命
いのち

と生 活
せいかつ

を守る
まも

憲法上
けんぽうじょう

の義務
ぎ む

があり、「サービス給 付
きゅうふ

は地方
ちほう

」

との考え
かんが

は許
ゆる

されない。 

○理由
りゆう

 

 障 害
しょうがい

は、自
みずか

らの選 択
せんたく

で負
お

うものでなく、一部
いちぶ

の人
ひと

に固定的
こていてき

に偏 在
へんざい

する不公平
ふこうへい

な

ものであり、憲 法
けんぽう

の法
ほう

の下
もと

の 平 等
びょうどう

、生 存 権
せいぞんけん

、個人
こじん

の尊 厳
そんげん

保 障
ほしょう

から、障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

は国
くに

の行
おこ

なうべき 最
もっと

も基本的
きほんてき

な義務
ぎ む

である。 

 

【増田
ますだ

委員
いいん

】 

○結論 

 障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

の最 低
さいてい

基 準
きじゅん

は国
くに

が定め
さだめ

，国
くに

の責 任
せきにん

で行 う
おこなう

．自治体
じちたい

はその地域
ちいき

の

実 態
じったい

に合わせて
あ わ せ て

最 低
さいてい

基 準
きじゅん

の上乗せ
うわのせ

を行 う
おこなう

． 

 

【三浦
みうら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

の基 準
きじゅん

や財 源
ざいげん

については、国
くに

の責 任
せきにん

において維持
い じ

すべきであり、

その上
うえ

で地方
ちほう

による上乗せ
うわの 

・横出し
よこだ 

を促 進
そくしん

する仕組み
し く  

とするべきである。 

 各地域
かくちいき

においてサービス
さ ー び す

が公 平
こうへい

に整備
せいび

され保 障
ほしょう

されるよう国
くに

として監視
かんし

し、必 要
ひつよう

に応 じ て
おう    

支援
しえん

する責 任
せきにん

をもつ必 要
ひつよう

がある。 
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○理由
りゆう

 

 権利
けんり

条 約
じょうやく

に掲げられる
かか      

事項
じこう

を実 現
じつげん

するためには、国
くに

のナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

保 障
ほしょう

の枠組み
わくぐ  

の中
なか

で実 現
じつげん

されるべき事項
じこう

、さらに、地方
ちほう

の独 創 性
どくそうせい

や努 力
どりょく

によって補完
ほかん

さ

れるべき事項
じこう

があるように思われる
おも     

。そのため、国
くに

及 び
およ  

地方
ちほう

それぞれの責 任
せきにん

を明 確
めいかく

にしつつ、どの地域
ちいき

でも一 定
いってい

のサービス
さ ー び す

が保 障
ほしょう

される体 制
たいせい

を構 築
こうちく

するべきであると

考 え る
かんが    

ため。 

 

【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

 一
いつ

定
てい

の指
し

針
しん

（ 障
しよう

害
がい

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

）による財
ざい

源
げん

の裏
うら

づけは国
くに

が背
せ

負
お

うこととなるが、

地
ち

方
ほう

の事
じ

情
じよう

によりサービス提
てい

供
きよう

に幅
はば

が 生
しよう

じることは否
ひ

定
てい

しない。ただし、障
しよう

害
がい

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

の数
すう

値
ち

を以
も

って 上
じよう

限
げん

となってはならない。例
たと

えば、縛
しば

り６０％（ 障
しよう

害
がい

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

をミニマムレベル＝ナショナルミニマム）･地
ち

方
ほう

裁
さい

量
りよう

４０％程
てい

度
ど

（ニーズに基
もと

づいたマキシムレベル）等
とう

の弾
だん

力
りよく

性
せい

を持
も

たした枠
わく

組
ぐ

みを検
けん

討
とう

・議
ぎ

論
ろん

すべきである。 

○理
り

由
ゆう

 

 地
ち

域
いき

主
しゆ

権
けん

を否
ひ

定
てい

しないが、どの地
ち

域
いき

でも一
いつ

定
てい

のサービスが提
てい

供
きよう

される権
けん

利
り

保
ほ

障
しよう

の観
かん

点
てん

から、一
いつ

定
てい

レベルのサービス提
てい

供
きよう

指
し

標
ひよう

を設
せつ

定
てい

する必
ひつ

要
よう

がある。その

前
ぜん

提
てい

で、地
ち

域
いき

特
とく

性
せい

を加
か

味
み

した地
ち

方
ほう

裁
さい

量
りよう

であれば、それは地
ち

域
いき

間
かん

格
かく

差
さ

にはならない。

また、「安
あん

心
しん

して暮
く

らせる指
し

標
ひよう

」を設
せつ

定
てい

していくことは、 障
しよう

害
がい

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

とリンク

させていく根
こん

拠
きよ

となる。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

○結論 

 施設
しせつ

・ 病 院
びょういん

から地域
ちいき

生 活
せいかつ

への転 換
てんかん

を図
はか

り、地域
ちいき

で安 心
あんしん

して暮
く

らせる シ
しすてむ

ステ

ムの構 築
こうちく

は、 将 来
しょうらい

、予想
よそう

される医 療
いりょう

や介護
かいご

にかかる財 源
ざいげん

の大 幅
おおはば

な削 減
さくげん

につなが

ることである。ただし、そのシステム
し す て む

の構 築
こうちく

までの過程
かてい

においてさまざまな困 難
こんなん

が 生
しょう

じることが予想
よそう

される。 

 現 在
げんざい

直ち
ただち

に、地域
ちいき

主 権
しゅけん

改 革
かいかく

によってサービス
さ ー び す

給 付
きゅうふ

の責 任
せきにん

が地方
ちほう

にもたらされる

状 況
じょうきょう

になれば、地域
ちいき

の格差
かくさ

が 生
しょう

じるという不安
ふあん

を感
かん

じる。地方
ちほう

自治体
じちたい

の 力 量
りきりょう

に

ばらつきがみられる 現 状
げんじょう

においては、地域
ちいき

主 権
しゅけん

改 革
かいかく

への不安
ふあん

の方
ほう

が大
おお

きい。ただ
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し、地域
ちいき

主 権
しゅけん

改 革
かいかく

は今後
こんご

の流
なが

れとしては、十 分
じゅうぶん

に想 定
そうてい

しうることであるので、地方
ちほう

自治体
じちたい

に専 門 的
せんもんてき

な知識
ちしき

と技 量
ぎりょう

を有
ゆう

する 職
しょくいん

員の採 用
さいよう

の促 進
そくしん

を図
はか

ることが是非
ぜ ひ

とも求
もと

められる。また、障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

においては、地方
ちほう

が守
まも

るべき基 準
きじゅん

は国
くに

が設
もう

けるべきである。 

○理由 

 地方
ちほう

自治体
じちたい

の財 政
ざいせい

等
とう

の大
おお

きな 格
かくさ

差があること、障 害 者
しょうがいしゃ

施策
せさく

が遅
おく

れていること、

何
なに

よりも人 権
じんけん

保 障
ほしょう

に格差
かくさ

があってはならない。 

 

【山 本
やまもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 国
くに

が責 任
せきにん

を持
も

つべきであり、国
くに

が支 給
しきゅう

し地方
ちほう

が給 付
きゅうふ

するとすべき 

○理由
りゆう

 

 憲 法
けんぽう

および障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

の求
もと

める他
ほか

のものと平 等
びょうどう

な基本的
きほんてき

人 権
じんけん

教 授
きょうじゅ

のた

めの支援
しえん

であるから 
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論 点
ろんてん

F
えふ

-5-2) 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

の第
だい

19 条
じょう

を受
う

けて、推 進
すいしん

会議
かいぎ

では「地域
ちいき

生 活
せいかつ

の

権利
けんり

の明文化
めいぶんか

」を求
もと

める意見
いけん

が多数
たすう

であった。地域
ちいき

の 実 情
じつじょう

や 特 色
とくしょく

にあったサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

と、この「地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

」を担保
たんぽ

していくためのナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

のあり方
かた

についてどう 考
かんが

えるか？ 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 先 述
せんじゅつ

のとおり地域間
ちいきかん

格差
かくさ

を 解 消
かいしょう

していく 術
じゅつ

として、全 国
ぜんこく

一 律
いちりつ

の最 低
さいてい

基 準
きじゅん

は設 定
せってい

すべき、それを上回る
うわまわる

部分
ぶぶん

として地域
ちいき

の 実 情
じつじょう

や 特 色
とくしょく

を物語る
ものがたる

施策
しさく

サービス
さ ー び す

であるべき。 基本的
きほんてき

視点
してん

は、国
くに

の何処
ど こ

に居ても生 活
せいかつ

が出来る
で き る

仕組み
し く み

が必 要
ひつよう

である。

その要素
ようそ

は、その地域
ちいき

における人 々
ひとびと

の暮らし
く ら し

と同じ
おなじ

ように暮らせる
く ら せ る

ことを保 障
ほしょう

すると

考えれば
かんがえれば

良い
よ い

と思う
おもう

。 

○理由 

 住む
す む

地域
ちいき

によって暮らし方
くらしかた

に違い
ちがい

が有る
あ る

のは当 然
とうぜん

である。その地域
ちいき

での暮らし方
くらしかた

につ

いて差別
さべつ

や不当
ふとう

な扱 い
あつかい

を受けない
う け な い

ことが大 切
たいせつ

である。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ナショナルミニマムは必 要
ひつよう

と考
かんが

えますが、「地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

」としてではなく、生 活
せいかつ

保護
ほ ご

を含
ふく

めての検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

と考
かんが

える。 

 制度
せいど

にだけ頼
たよ

ると「地域
ちいき

」や「家庭
かてい

」の力
ちから

が失
うしな

われる心 配
しんぱい

もある。 

○理由
りゆう

 

 大都市
だいとし

、地方
ちほう

都市
と し

や密 集 地
みっしゅうち

、過疎地
か そ ち

それぞれの環 境
かんきょう

に応
おう

じた内 容
ないよう

のナショナルミ

ニマムにしないと住
す

むところに制 約
せいやく

を受
う

けることになる。生 活
せいかつ

保護法
ほごほう

で対 応
たいおう

できない

だろうか。障 害 者
しょうがいしゃ

は特 別
とくべつ

な人
ひと

ではない。 

 

【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

は「地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

」を保 障
ほしょう

するための法 律
ほうりつ

であり、「地域
ちいき

生 活
せいかつ

の

権利
けんり

」を明文化
めいぶんか

する以 上
いじょう

、 障
しょう

がいが重
おも

くとも地域
ちいき

で生 活
せいかつ

することができるだけの
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福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

を保
ほ

証
しょう

することが国
くに

の責務
せきむ

となり、ナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

となる。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 実 定 法
じっていほう

といえる総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

に「地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

」をそのまま明文化
めいぶんか

することには

疑問
ぎもん

がある。その権利
けんり

を明文化
めいぶんか

した場合
ばあい

は、最 終 的
さいしゅうてき

にはその保 障
ほしょう

が国
くに

の責務
せきむ

となり、

国
くに

と地方
ちほう

の関 係
かんけい

を基本的
きほんてき

に見直
みなお

すことになるのではないかと考
かんが

える。現 実 的
げんじつてき

には、

確 実
かくじつ

に地域
ちいき

生 活
せいかつ

を推 進
すいしん

していく上
うえ

での国
くに

として講
こう

ずべき施策
しさく

が何
なん

であるかを

検 討
けんとう

していくことになると考
かんが

える。 

 

【大 濱
おおはま

委員
いいん

】 

○結論
けつろん

 

 24時間
じかん

必要
ひつよう

な人
ひと

には、24時間
じかん

の介護
かいご

サービスが、10時間
じかん

必要
ひつよう

な人
ひと

には 10時間
じかん

の介護
かいご

サ

ービスが、全国
ぜんこく

1800市
し

町村
ちょうそん

にいきわたること。 

 

【岡部
おかべ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 サービスの選 択 権
せんたくけん

及
およ

び必 要
ひつよう

な受 給 量
じゅきゅうりょう

の確保
かくほ

のためには、その人
ひと

のライフスタイ

ルに添
そ

った当
あ

たり前
まえ

の暮
く

らしとしての「地域
ちいき

生 活
せいかつ

」を権 原
けんげん

とする必 要
ひつよう

がある。 

○理由
りゆう

 

 たんなる抽 象 的
ちゅうしょうてき

な「生 存 権
せいぞんけん

の確保
かくほ

」や政府
せいふ

／地方
ちほう

政府
せいふ

による「援護
えんご

の義務
ぎ む

」を根 拠
こんきょ

とすることでは、画 一 的
かくいつてき

で低
てい

コストの集 団
しゅうだん

処 遇
しょぐう

／入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

という選 択
せんたく

を強
し

いられ

ても対 抗
たいこう

できないため。 

 

【門屋
かどや

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 国
くに

は「地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

の明文化
めいぶんか

」と地域
ちいき

生 活
せいかつ

条 件
じょうけん

を満
み

たすナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

を、

所 得
しょとく

保 障
ほしょう

などで示
しめ

すべきと考
かんが

える。 

○理由
りゆう

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

のある国 民
こくみん

と障 害
しょうがい

のない国 民
こくみん

と平 等
びょうどう

であるためには、富
とみ

の分 配
ぶんぱい

を年 金
ねんきん
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という形
かたち

で所 得
しょとく

保 障
ほしょう

し、重 度
じゅうど

であれば加算
かさん

を、働
はたら

けない障 害
しょうがい

であれば加算
かさん

を、賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

を利用
りよう

するのであれば加算
かさん

を・・・・といった形
かたち

で支 給
しきゅう

するなどしてはいかがで

しょうか。 

 某 国
ぼうこく

では働
はたら

けない障 害 者
しょうがいしゃ

でも年 金
ねんきん

から税 金
ぜいきん

を払
はら

うことで納 税 者
のうぜいしゃ

として国 民
こくみん

の義務
ぎ む

を果
は

たさせることにより、対 等 性
たいとうせい

を担
たん

保
ほ

するということのようで、サービス
さ ー び す

を

地方
ちほう

が責 任
せきにん

を持
も

つのであれば、現 金
げんきん

給 付
きゅうふ

によって国
くに

は障 害 者
しょうがいしゃ

の国 民
こくみん

としての

最 低
さいてい

保 障
ほしょう

を考
かんが

えるべきではないでしょうか。 

 

【河 崎
かわさき

（建
たつ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 福祉
ふくし

国家
こっか

を目指
め ざ

すという確固
かっこ

とした国家的
こっかてき

宣 言
せんげん

が必 要
ひつよう

。 

○理由
りゆう

 

 わが国
くに

のこれまでの障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

制度
せいど

は決
けっ

して満 足
まんぞく

できるものではない。西 欧
せいおう

を

見 習
みならい

って不足
ふそく

しているｻｰﾋﾞｽ
さーびす

の展 開
てんかい

を図
はか

るべきと思
おも

う。それは国 民
こくみん

の生
い

きる権利
けんり

の

行使
こうし

に他
ほか

ならないから。一 方
いっぽう

為政者
いせいしゃ

には福祉
ふくし

予算
よさん

削 減
さくげん

の意図
い と

が明
あき

らかであり、その

ための議論
ぎろん

は権利
けんり

条 約
じょうやく

に背
せ

を向
む

ける行為
こうい

である。よって、障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

し国
くに

なり地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

が「地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

」を侵 害
しんがい

することのないような縛
しば

りをはめることが

大事
だいじ

である。 

 

【川 崎
かわさき

（洋
よう

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 国
くに

は「地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

」について基
き

準
じゅん

を設
もう

けるべきである。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

の 実 情
じつじょう

や 特 色
とくしょく

にあったサービス
さ ー び す

の 提 供
ていきょう

は、人手
ひとで

がないからサービス料
さーびすりょう

が減
へ

るということにつながってはならない。 

 

【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

の基 準
きじゅん

や財 源
ざいげん

は、ナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

として国
くに

が責 任
せきにん

をもつべき

であり、その上
うえ

で地方
ちほう

による上乗せ
うわのせ

・横出し
よこだし

を行うべきであると考える。 
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【齋 藤
さいとう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 F-5-1）とも絡
らく

んで地域生活
ちいきせいかつ

を保 障
ほしょう

していくための地域
ちいき

自治体
じちたい

単位
たんい

でナショナルミニ

マムをまず国
くに

が作
つく

ることは現 在
げんざい

のようなサービス供 給
きょうきゅう

や財 源 力
ざいげんちから

地域間
ちいきかん

格差
かくさ

が大
おお

き

い中
なか

で絶 対
ぜったい

に必 要
ひつよう

である。  

 

【清水
しみず

委員
いいん

】 

○結論 

 尐なく
すく

とも一人
ひとり

ひとりが価値的
かちてき

存 在
そんざい

として地域
ちいき

で生きて
い

いくことの保 障
ほしょう

は、きっち

りと国
くに

がしていかなくてはならない。一人
ひとり

ひとりの存 在
そんざい

を地域
ちいき

で含みこみ
ふ

、みんなで

地域
ちいき

を豊か
ゆた

にしていくことについては、ちいきのみんなで考え
かんが

地域
ちいき

の 実 情
じつじょう

や方 策
ほうさく

にあ

った対 応
たいおう

が必 要
ひつよう

。 

 

【竹 端
たけばた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 「たの者
もの

との平
ひら

どうのくらし」の保
たもつ

しょうは、「地
ち

いきの実
じつ

じょう」よりも、ゆうせ

んして考
かんが

えるべきである。 

○理由
りゆう

 

 「地
ち

いき生
せい

かつの権利
けんり

」とは、「どこで、だれと、どのようなくらしをするか」を本
ほん

に

んが決
き

められる権利
けんり

である。これはどの地域
ちいき

であっても、ほしょうされなくてはいけない。

「この地域
ちいき

ではこういう重
おも

い 障
しょう

がいの人
ひと

はくらせません」という言
い

いわけのために、

「地
ち

いきの実
じつ

じょうや特
とく

しょく」が使
つか

われてはならない。 

 

【田中
たなか

（伸
のぶ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 「地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

」は内 容
ないよう

が漠 然
ばくぜん

として不明確
ふめいかく

であるので、その具体的
ぐたいてき

内 容
ないよう

と

なる柱
はしら

を検 討
けんとう

し、新 法
しんぽう

に明示
めいじ

すべきである。地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

では、新 法
しんぽう

の内 容
ないよう

を

基本
きほん

とした上
うえ

で、「横出
よこだ

し」または「上乗
うわの

せ」の措置
そ ち

を講
こう

じることができるようにすべき

である。 
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○理由
りゆう

 

 ナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

の設 定
せってい

は、新 法
しんぽう

の内 容
ないよう

として明示
めいじ

すべきであるが、その主
おも

な

内 容
ないよう

を可能
かのう

な限
かぎ

り具体的
ぐたいてき

なものとして明示
めいじ

すべきである（住 居
じゅうきょ

の確保
かくほ

、就 労
しゅうろう

・就 学
しゅうがく

の場
ば

の確保
かくほ

、移動
いどう

支援
しえん

、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

、障 害 者
しょうがいしゃ

の日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

を支
ささ

える支援
しえん

体 制
たいせい

の構 築
こうちく

など）。その際
さい

、「地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

」の内 容
ないよう

が、社 会
しゃかい

の経 済
けいざい

状 態
じょうたい

や、

社 会
しゃかい

の進 展
しんてん

に伴
ともな

って変化
へんか

し得
う

るものであることを考 慮
こうりょ

し、その内 容
ないよう

は現時点
げんじてん

で考
かんが

えられる主
おも

なものを例示
れいじ

したものであることを確 認
かくにん

すべきである。 

 

【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害
しょうがい

をもっていても同世代
どうせだい

の国 民
こくみん

と同 等
どうとう

の生 活
せいかつ

を 営
いとな

むことは地域
ちいき

生 活
せいかつ

の

権利
けんり

として 障 害
しょうがい

基本法
きほんほう

と差別
さべつ

禁止法
きんしほう

の中
なか

で明記
めいき

されるべきである。 

○理由
りゆう

 

 裁 判
さいばん

によって司法
しほう

においてもそれが保 障
ほしょう

されるように、また立法府
りっぽうふ

においても、

国 民
こくみん

の主 権
しゅけん

の一
ひと

つとして保 障
ほしょう

されるべき。憲 法
けんぽう

２５ 条
じょう

の「すべて国 民
こくみん

は、健 康
けんこう

で文化的
ぶんかてき

な最 低
さいてい

限度
げんど

の生 活
せいかつ

を 営
いとな

む権利
けんり

を有
ゆう

する。」の 条 文
じょうぶん

の 解 釈
かいしゃく

を、地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

として時代
じだい

に沿
そ

う 形
かたち

で 解 釈
かいしゃく

し直
なお

す必 要
ひつよう

がある。戦後
せんご

５０年
ねん

経
た

って

健 康
けんこう

で文化的
ぶんかてき

な生 活
せいかつ

の意識
いしき

も変化
へんか

してきているので、 障 害 者
しょうがいしゃ

が同世代
どうせだい

の国 民
こくみん

と

同 等
どうとう

の生 活
せいかつ

をおこなう権利
けんり

というものとし、２５ 条
じょう

の 解 釈
かいしゃく

として普遍化
ふへんか

すべきで

ある。 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 理念法
りねんほう

ではなく実 効 性
じっこうせい

をもつ 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮 称
かしょう

）において地域
ちいき

生 活
せいかつ

の

権利
けんり

をそのまま明文化
めいぶんか

することには疑問
ぎもん

がある。具体的
ぐたいてき

施策
しさく

を通して
とお  

地域
ちいき

生 活
せいかつ

を推 進
すいしん

していくことが 重 要
じゅうよう

であると考える
かんが  

。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 難 病
なんびょう

・障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

が侵 害
しんがい

されている事例
じれい

については、全 国
ぜんこく

どこからでも不服
ふふく

申
もう
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し立
た

てができ、それを審査
しんさ

・是正
ぜせい

できる権 限
けんげん

をもち当事者
とうじしゃ

も参 画
さんかく

した機関
きかん

の創 設
そうせつ

が

必 要
ひつよう

。 

 

【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

訴 訟
そしょう

の経過
けいか

や合意
ごうい

文 書
ぶんしょ

の内 容
ないよう

なども考 慮
こうりょ

して、国
くに

としての

最 低
さいてい

基 準
きじゅん

（ナショナルミニマム）については、国 民
こくみん

としての合意
ごうい

を形 成
けいせい

していくこ

とが今後
こんご

の作 業
さぎょう

として求
もと

められよう。 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 推 進
すいしん

会議
かいぎ

の指摘
してき

は、権利
けんり

条 約
じょうやく

に照
て

らしても的 確
てきかく

なものと考
かんが

える。誰
だれ

もが有
ゆう

する

地域
ちいき

で暮
く

らす権利
けんり

の実 現
じつげん

をめざし、必 要
ひつよう

な財 源
ざいげん

の確保
かくほ

、財 政 上
ざいせいじょう

の措置
そ ち

を講
こう

ずるこ

とが必 要
ひつよう

である。実 態
じったい

に即
そく

したサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

やナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

のあり方
かた

につ

いての理論
りろん

構 成
こうせい

はすでに明 確
めいかく

であり、まとめていくための仕組
し く

みづくりと、市民
しみん

合意
ごうい

の

形 勢
けいせい

に向
む

けての丁 寧
ていねい

な取
と

り組
く

みが求
もと

められる。 

○理由
りゆう

 

 私
わたし

たちが進
すす

めている今後
こんご

の改 革
かいかく

の、基本
きほん

をなすところである。当事者
とうじしゃ

や研 究 者
けんきゅうしゃ

と

も一 層
いっそう

連 携
れんけい

を深
ふか

めて、立法化
りっぽうか

に向
む

けた運 動
うんどう

を進
すす

めていかなければならない。 

 

【藤井
ふじい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

の創意
そうい

工夫
くふう

は推 奨
すいしょう

すべきであるが、その名
な

の下
もと

に、地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

を担
たん

保
ほ

する

ためのサービスや施策
しさく

が後 退
こうたい

することは許
ゆる

されない。ナショナルミニマムの規定
きてい

は言
い

う

までもなく、個別
こべつ

の請 求 権
せいきゅうけん

が確保
かくほ

されない限
かぎ

り第
だい

19条
じょう

の実質化
じっしつか

は果
は

たせないのではな

いか。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

は条 約
じょうやく

に明記
めいき

されており、国
くに

はこれを確保
かくほ

するための基 準
きじゅん

を明 確
めいかく

に持
も

つべきであるため。権利
けんり

条 約
じょうやく

の批 准
ひじゅん

にあたっては、最
もっと

も問
と

われる条 項
じょうこう

の一
ひと

つで

あろう。 
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【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

がどの地域
ちいき

で暮
く

らしても同
おな

じように暮
く

らせる権利
けんり

という意味
い み

である。 

○理由
りゆう

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

で「地域
ちいき

の 実 情
じつじょう

や 特 色
とくしょく

にあったサービス 提 供
ていきょう

」との口 実
こうじつ

でろくな事
こと

が行
おこ

なわれていない。 

 障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

の分野
ぶんや

でほんとに地域
ちいき

に 実 状
じつじょう

にあったその地域
ちいき

だけで必 要
ひつよう

な独 特
どくとく

の支援
しえん

がどれほどあるだろうか。 

  良い
よ

支援
しえん

なら他
ほか

の地域
ちいき

でも援 用
えんよう

できる先駆的
せんくてき

な取
と

り組
く

みという意味
い み

であって、そ

の地域
ちいき

だけに必 要
ひつよう

な支援
しえん

ではない。 

 

【増田
ますだ

委員
いいん

】 

○結論 

 地域
ちいき

の 実 情
じつじょう

の前
まえ

に，全 国 的
ぜんこくてき

に立ち遅れて
た ちおく れて

いる社 会
しゃかい

資源
しげん

整備
せいび

が求められて
も とめら れて

いる．

地域
ちいき

生 活
せいかつ

を安 心
あんしん

して送る
おくる

ためのナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

を 明 確
めいかく

にし，地域
ちいき

ではそれに

上乗せ
うわのせ

する 形
かたち

で支援
しえん

提 供
ていきょう

を行 う
おこなう

． 

 

【三
み

浦
うら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 Ｆ‐5‐1と同 様
どうよう

。 

 

【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

 「地
ち

域
いき

の実
じつ

情
じよう

や特
とく

色
しよく

にあったサービス提
てい

供
きよう

」とナショナルミニマムのあり方
かた

に

あたっては、国
こく

民
みん

生
せい

活
かつ

や地
ち

域
いき

住
じゆう

民
みん

の生
せい

活
かつ

実
じつ

態
たい

と、個
こ

別
べつ

具
ぐ

体
たい

的
てき

なサービスによ

って実
じつ

現
げん

される生
せい

活
かつ

との比
ひ

較
かく

分
ぶん

析
せき

、討
とう

議
ぎ

によって決
けつ

定
てい

されるべきである。 

○理
り

由
ゆう

 

 ナショナルミニマムとは、国
こく

民
みん

的
てき

最
さい

低
てい

限
げん

生
せい

活
かつ

保
ほ

障
しよう

であり、その設
せつ

定
てい

にあたっ

て検
けん

討
とう

対
たい

象
しよう

としたり、比
ひ

較
かく

対
たい

象
しよう

とすべきは、サービスの質
しつ

量
りよう

の多
た

寡
か

それ自
じ

体
たい

や、
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サービス利
り

用
よう

者
しや

間
かん

のサービスの質
しつ

量
りよう

の多
た

寡
か

ではなく、国
こく

民
みん

生
せい

活
かつ

、地
ち

域
いき

住
じゆう

民
みん

の生
せい

活
かつ

実
じつ

態
たい

でなければならない。 

 ナショナルミニマムの決
けつ

定
てい

に当
あ

たっては、当
とう

事
じ

者
しや

参
さん

加
か

、決
けつ

定
てい

の根
こん

拠
きよ

の明
めい

示
じ

、公
こう

開
かい

性
せい

の確
かく

保
ほ

がなされなければならない。 

「地
ち

域
いき

の実
じつ

情
じよう

や特
とく

色
しよく

にあったサービス提
てい

供
きよう

」であっても、権
けん

利
り

性
せい

がなければ、

到
とう

底
てい

ナショナルミニマムにならない。 

「地
ち

域
いき

の実
じつ

情
じよう

や特
とく

色
しよく

にあったサービス提
てい

供
きよう

」が、 周
しゆう

辺
へん

地
ち

域
いき

や、 周
しゆう

辺
へん

ではな

い他
た

の地
ち

域
いき

へと、波
は

及
きゆう

・拡
かく

大
だい

していくのを支
ささ

える制
せい

度
ど

的
てき

な仕
し

組
く

みが必
ひつ

要
よう

。 

 決
けつ

定
てい

された保
ほ

障
しよう

内
ない

容
よう

（サービスの種
しゆ

類
るい

・ 量
りよう

）の 消
しよう

費
ひ

によって実
じつ

現
げん

される個
こ

人
じん

の生
せい

活
かつ

に対
たい

して、国
こつ

家
か

の介
かい

入
にゆう

は避
さ

けなければならない。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

○結論 

 地域
ちいき

の創意
そうい

工夫
くふう

は 推 奨
すいしょう

すべきであるが、その名
な

のもとに、地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

を担保
たんぽ

す

るためのサービス
さ ー び す

や施策
せさく

が後 退
こうたい

することは許
ゆる

されない。ナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

の規定
きてい

は言
い

うまでもなく、個別
こべつ

の 請 求 権
せいきゅうけん

が確保
かくほ

されない限
かぎ

り 第
だい１９じょう

19条の実質化
じっしつか

は果
は

たせな

いのではないか。 

○理由 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

は 条 約
じょうやく

に明記
めいき

されており、国
くに

は、これを確保
かくほ

するための基 準
きじゅん

を

明 確
めいかく

に持
も

つべきであるため。権利
り

条 約
じょうやく

の批 准
ひじゅん

にあたっては、 最
もっと

も問
と

われる 条 項
じょうこう

の一
ひと

つである。 

 

【山 本
やまもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 19条
じょう

を具体化
ぐたいか

するため国
くに

が責 任
せきにん

を持
も

つべき 

○理由
りゆう

 

 人 権
じんけん

問 題
もんだい

だから 
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＜項 目
こうもく

F
えふ

-6 その他
た

＞ 

論 点
ろんてん

F
えふ

-6-1) 「分野
ぶんや

F
えふ

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

」についてのその他
た

の論 点
ろんてん

及
およ

び意見
いけん

 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 先 述
せんじゅつ

のとおり複 数
ふくすう

の要素
ようそ

をもった時限
じげん

立 法
りっぽう

による 緊 急
きんきゅう

整備
せいび

を実施
じっし

する。要
よう

は

権利
けんり

条 約
じょうやく

の 批 准
ひじゅん

に足りうる
た り う る

条件づくり
じょうけんづくり

である。 山 井
やまのい

政務官
せいむかん

が 総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

第 一 回
だいいっかい

冒 頭
ぼうとう

で発した
はっした

「世界
せかい

に誇れる
ほこれる

日本
にほん

の 障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

」を 追 求
ついきゅう

していくために

も必 要
ひつよう

な措置
そ ち

と 考
かんが

える。 

○理由 

 財 源
ざいげん

の問 題
もんだい

は、国 民
こくみん

含めて
ふくめて

皆
みな

で考える
かんがえる

必 要
ひつよう

が有る
あ る

。地域
ちいき

の中
なか

でキチン
き ち ん

と話される
はなされる

仕組み
し く み

が有れば
あ れ ば

、ことは効率よく
こうりつよく

進む
すすむ

ような気
き

もする。それも含め
ふくめ

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

には

期待
きたい

をもつ。いずれにせよ日本
にほん

の 障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

に輝 き
かがやき

をもたらす、真
まこと

の改革であれ！ 

 

【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害
しょうがい

基礎
き そ

年 金
ねんきん

を月 額
げつがく

25,000円
えん

程度
ていど

増 額
ぞうがく

する必 要
ひつよう

がある。 

○理由
りゆう

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の付帯
ふたい

決議
けつぎ

で、収 入
しゅうにゅう

を増
ふ

やすことが明示
めいじ

されているので、障 害
しょうがい

基礎
き そ

年 金
ねんきん

をアップ
あ っ ぷ

することを早 急
さっきゅう

に検 討
けんとう

してほしい。 

 

【河 崎
かわさき

（建
たつ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 「地域
ちいき

生 活
せいかつ

」を「入 所
にゅうしょ

、入 院
にゅういん

」の対語
ついご

としてとらえている感
かん

じがある。このよう

なことのないよう願
ねが

う。「障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

の社会化
しゃかいか

」をｷｰﾜｰﾄﾞ
きーわーど

に、国家的
こっかてき

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
ぷろじぇくと

として

西欧並
せいおうな

みの福祉
ふくし

国家
こっか

を目指
め ざ

すことが必 要
ひつよう

。 

 

【坂 本
さかもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障
しょう

がいのある方
かた

の生 活
せいかつ

全 体
ぜんたい

を福祉
ふくし

サービスですべてカバーすることは困 難
こんなん

で
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あり、いろいろな立場
たちば

の人
ひと

が協 力
きょうりょく

しあって、「支
ささ

え合
あ

う」地域
ちいき

づくりにも力
ちから

を入
い

れ

るべき。 

 この「支
ささ

え合
あ

う地域
ちいき

づくり」については、高 齢 者
こうれいしゃ

福祉
ふくし

分野
ぶんや

や児童
じどう

福祉
ふくし

分野
ぶんや

におい

ても必 要 性
ひつようせい

が高
たか

まっているので、地域
ちいき

包 括
ほうかつ

支援
しえん

センターや認 知 症
にんちしょう

サポーターなど

も活 用
かつよう

すればよいし、福祉
ふくし

分野
ぶんや

に限
かぎ

らず、幅 広
はばひろ

い観 点
かんてん

から行
おこな

えるように、国
くに

にお

いても各 関 係
かくかんけい

省 庁
しょうちょう

や関 係
かんけい

機関
きかん

が連 携
れんけい

するようお願
ねが

いしたい。 

 また、そうした「支
ささ

え合
あ

いの地域
ちいき

づくり」の土台
どだい

として、鳥 取 県
とっとりけん

の「あいサポー

ト運 動
うんどう

」のような、すべての国 民
こくみん

が 障
しょう

がいについて理解
りかい

するような普 及
ふきゅう

啓 発
けいはつ

運 動
うんどう

も必 要
ひつよう

と考
かんが

える。 

（鳥 取 県
とっとりけん

の「あいサポート運 動
うんどう

」については、別 添
べってん

資 料
しりょう

及
およ

びパンフレット等
とう

を

参 照
さんしょう

。） 

○理由
りゆう

 

 障
しょう

がいのある方
かた

の生 活
せいかつ

全 体
ぜんたい

を福祉
ふくし

サービスだけでカバーすることは困 難
こんなん

であ

る。すべての国 民
こくみん

が 障
しょう

がいを理解
りかい

し、一人
ひとり

ひとりがお互
たが

いを尊 重
そんちょう

し支
ささ

え合
あ

うよう

な社 会
しゃかい

を社 会
しゃかい

基盤
きばん

として意識的
いしきてき

に整備
せいび

することが、 障
しょう

がいのある方
かた

もない方
かた

も

暮
く

らしやすい社 会
しゃかい

につながる。（バリアフリー住 宅
じゅうたく

などで実 証 済
じっしょうず

み） 

 

【清水
しみず

委員
いいん

】 

○結論 

 たいへん 障 害
しょうがい

の重い
おも

人
ひと

たちは処 遇
しょぐう

(保護
ほ ご

)されてきただけではありません。新しい
あたら

価値観
かちかん

の社 会
しゃかい

、地域
ちいき

を生み出して
う   だ

いく主 体 者
しゅたいしゃ

として、「要る
い

人
ひと

」として、一 緒
いっしょ

に

立ち上がって
た    あ

きました。そのことを推し進めて
お   すす

いくしくみを。 

○理由 

 ３０年前
３０ねんまえ

の青葉
あおば

園
えん

基本
きほん

理念
りねん

を参 考
さんこう

資 料
しりょう

とさせていただきます。幼稚
ようち

なものかもしれ

ませんが青葉
あおば

園
えん

の本 人
ほんにん

たちは 西 宮
にしのみや

で３０年
３０ねん

以 上
いじょう

まちを変え続けて
か   つづ

生きて
いき

こられま

した。 

 

【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 今後
こんご

の改 革
かいかく

とその実施
じっし

において、資金源
しきんげん

と必 要
ひつよう

な人 員
じんいん

を 糾
ただす

合
がっ

する必 要
ひつよう

がある。 
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○理由
りゆう

 

 財 政 的
ざいせいてき

な根 本
こんぽん

のその改 革
かいかく

に財 源
ざいげん

と人 員
じんいん

を確保
かくほ

しなければ、そのためには今後
こんご

不必要
ふひつよう

となる文 部 省
もんぶしょう

の特 殊
とくしゅ

教 育 課
きょういくか

、障 害
しょうがい

福祉部
ふくしぶ

の企画課
きかくか

施設
しせつ

管理室
かんりしつ

、それに地域
ちいき

支援
しえん

に 担 当
たんとう

している 障 害
しょうがい

福祉課
ふくしか

の 部 局
ぶきょく

等
とう

を 統
おさむ

合
あわ

して、 今
いま

の 推 進 室
すいしんしつ

を

推 進 局
すいしんきょく

に格
かく

上
あ

げして 従 来
じゅうらい

の部 局
ぶきょく

でつかわれていた予算
よさん

を新
あら

たな 局
きょく

に移管
いかん

する。

人 員
じんいん

も新
あら

たな 推 進 局
すいしんきょく

に移管
いかん

するという施策
しさく

をとるべきである。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

１．「難 病
なんびょう

対 策
たいさく

要 綱
ようこう

」（事 業
じぎょう

主 体
しゅたい

は都道府県
とどうふけん

）の果
は

たしてきた役 割
やくわり

の本 格 的
ほんかくてき

な

総 括
そうかつ

・評 価
ひょうか

を行
おこな

い、そこから新 法
しんぽう

で継 承
けいしょう

すべき医 療 的
いりょうてき

福祉的
ふくしてき

措置
そ ち

を明
あき

らかに

すること。 

２．難 病
なんびょう

・障 害 者
しょうがいしゃ

の災 害
さいがい

時
じ

支援
しえん

体 制
たいせい

整備
せいび

策 定
さくてい

を地方
ちほう

に求
もと

めることが必 要
ひつよう

。 

 

【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 法
ほう

の基
もと

の平
ひら

等
とう

の原 則
げんそく

に立
た

ち、どんなに重
おも

い障 害
しょうがい

を持
も

っても地域
ちいき

で人 間
にんげん

らしい

生 活
せいかつ

が実 現
じつげん

できること保 障
ほしょう

できる資源
しげん

の整備
せいび

が必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 共
とも

に生
い

きる者
もの

の責務
せきむ

であるから 

 

【広田
ひろた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

１．住 宅
じゅうたく

施策
しさく

 

２．所 得
しょとく

保 障
ほしょう

 

３．ホームヘルパーの充 実
じゅうじつ

 

４．いつでも、どこでも、誰
だれ

でも安 心
あんしん

して利用
りよう

できるソフト精神科
せいしんか

救 急
きゅうきゅう

システム確 立
かくりつ

 

５．ひとりひとりの障 害 者
しょうがいしゃ

がその人
ひと

らしく生
い

きている姿
すがた

が、最 大
さいだい

の教 育
きょういく

であり啓 発
けいはつ

だと思
おも

う 

６．空気
くうき

を吸
す

うように、食 事
しょくじ

をするように、ひとりひとりの障 害 者
しょうがいしゃ

を含
ふく

めた人
ひと

が、
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社 会
しゃかい

貢 献
こうけん

できるという視点
してん

をもつことが大事
だいじ

だと思
おも

う 

７．総 合
そうごう

病 院
びょういん

の中
なか

に精神科
せいしんか

が必 要
ひつよう

 

８．社 会 的
しゃかいてき

入 院 者
にゅういんしゃ

の解 放
かいほう

、精神科
せいしんか

病 床
びょうしょう

の削 減
さくげん

、いわゆる差別的
さべつてき

な精神科
せいしんか

特 例
とくれい

を

見直
みなお

し他科並
た か な

みのスタッフ配置
はいち

、国 民
こくみん

にとって安 心
あんしん

して利用
りよう

できる国 民
こくみん

の精神科
せいしんか

医 療
いりょう

にするための診 療
しんりょう

報 酬
ほうしゅう

値上
ね あ

げ 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ここでの設 問
せつもん

にもある「地方
ちほう

主 権
しゅけん

改 革
かいかく

」については、部会
ぶかい

としても議論
ぎろん

し、国
くに

に向
む

けての要 望
ようぼう

を早 急
さっきゅう

に提
てい

出
しゅつ

すべきと考
かんが

える。 

○理由
りゆう

 

 前 述
ぜんじゅつ

のとおりである。 

 

【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

① 国
こつ

庫
こ

補
ほ

助
じよ

のグループホーム等
とう

の施
し

設
せつ

整
せい

備
び

費
ひ

（創
そう

設
せつ

と 修
しゆう

繕
ぜん

）の補
ほ

助
じよ

金
きん

の増
ぞう

額
がく

と補
ほ

助
じよ

件
けん

数
すう

を増
ふ

やす必
ひつ

要
よう

がある。又
また

NPO等
とう

でも国
こつ

庫
こ

補
ほ

助
じよ

が受
う

けられるように検
けん

討
とう

してほしい。 

 グループホームを一
いつ

定
てい

数
すう

運
うん

営
えい

する事
じ

業
ぎよう

者
しや

には、地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

センターを併
へい

設
せつ

し運
うん

営
えい

する補
ほ

助
じよ

金
きん

を創
そう

設
せつ

してほしい。特
とく

に 入
にゆう

所
しよ

施
し

設
せつ

を閉
へい

鎖
さ

して地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

を 行
おこな

っている事
じ

業
ぎよう

者
しや

には優
ゆう

先
せん

的
てき

に地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

センターを併
へい

設
せつ

して

ほしい。 

 居
きよ

住
じゆう

形
けい

態
たい

の再
さい

編
へん

論
ろん

議
ぎ

が必
ひつ

要
よう

である。 

 グループホーム、ケアホーム、福
ふく

祉
し

ホーム、自
じ

立
りつ

訓
くん

練
れん

（生
せい

活
かつ

訓
くん

練
れん

）（ 宿
しゆく

泊
はく

型
がた

）

等
とう

の居
きよ

住
じゆう

型
がた

の規
き

模
ぼ

、定
てい

員
いん

、運
うん

営
えい

形
けい

態
たい

、支
し

援
えん

形
けい

態
たい

などを再
さい

考
こう

すべきである。 

② まだ地
ち

域
いき

によってグループホームを開
かい

設
せつ

する時
じ

に反
はん

対
たい

運
うん

動
どう

がおきているところ

がある。残
ざん

念
ねん

である。また開
かい

設
せつ

にあたって地
ち

域
いき

住
じゆう

民
みん

の同
どう

意
い

、又
また

は同
どう

意
い

書
しよ

の提
てい

出
しゆつ

を求
もと

めている自
じ

治
ち

体
たい

もあるので問
もん

題
だい

である。 

○理
り

由
ゆう

 

① 国
こつ

庫
こ

補
ほ

助
じよ

のグループホームの施
し

設
せつ

整
せい

備
び

の 協
きよう

議
ぎ

は都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

、政
せい

令
れい

市
し

、 中
ちゆう

核
かく

市
し
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が 行
おこな

っているが、自
じ

治
ち

体
たい

間
かん

の格
かく

差
さ

が 生
しよう

じている。グループホームを全
ぜん

国
こく

で大
おお

幅
はば

に増
ふ

やす必
ひつ

要
よう

がある。 

 居
きよ

住
じゆう

の保
ほ

障
しよう

と地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

を支
し

援
えん

するための地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

センターを全
ぜん

国
こく

に

配
はい

置
ち

する必
ひつ

要
よう

がある。地
ち

域
いき

の相
そう

談
だん

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎよう

者
しや

と連
れん

携
けい

して、地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

へ移
い

行
こう

し

た人
ひと

が孤
こ

立
りつ

しないような支
し

援
えん

が必
ひつ

要
よう

とされている。居
きよ

住
じゆう

体
たい

系
けい

の見
み

直
なお

しでは、規
き

模
ぼ

と利
り

用
よう

定
てい

員
いん

も含
ふく

めて再
さい

編
へん

する必
ひつ

要
よう

がある。現
げん

在
ざい

の基
き

準
じゆん

では、都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

知
ち

事
じ

が認
みと

めれば１ユニット（１居
きよ

住
じゆう

居
きよ

）１０名
めい

を３ユニット連
れん

結
けつ

させる建
たて

物
もの

が作
つく

ら

れている 所
ところ

がある。また建
たて

物
もの

が独
どく

立
りつ

していれば同
どう

一
いつ

敷
しき

地
ち

に３棟
とう

並
なら

べることも制
せい

度
ど

上
うえ

可
か

能
のう

であり、これでは 入
にゆう

所
しよ

施
し

設
せつ

の定
てい

員
いん

３０名
めい

と変
か

わらなくなってしまう。グ

ループホームは２人
ひと

から４～５人
ひと

の居
きよ

住
じゆう

形
けい

態
たい

が望
のぞ

ましい。 

② 地
ち

域
いき

に住
す

むのに、地
ち

域
いき

住
じゆう

民
みん

の反
はん

対
たい

運
うん

動
どう

が起
お

きないような啓
けい

発
はつ

活
かつ

動
どう

も必
ひつ

要
よう

である。また、住
じゆう

民
みん

として地
ち

域
いき

に住
す

むのにグループホーム開
かい

設
せつ

にあたって同
どう

意
い

を自
じ

治
ち

体
たい

が求
もと

めるのはおかしい。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

○結論 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

の 充 実
じゅうじつ

を図
はか

るためには、 障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

団 体
だんたい

や自助
じじょ

グループ
ぐ る ー ぷ

（セルフヘルプグループ
せ る ふ へ る ぷ ぐ る ー ぷ

）、患 者
かんじゃ

団 体
だんたい

が大
おお

きな役 割
やくわり

を担
にな

うと期待
きたい

される。ただし、そ

の可能性
かのうせい

はきわめて大
おお

きいものの、団 体
だんたい

自体
じたい

の成 熟 度
せいじゅくど

には不足
ふそく

が認
みと

められることも

事実
じじつ

である。当事者
とうじしゃ

団 体
だんたい

などの 成 熟
せいじゅく

を図
はか

るための財 政
ざいせい

を含
ふく

めた 支
しえん

援の仕
し

組
く

みが

求
もと

められる。 障 害
しょうがい

を体 験
たいけん

して、 障 害
しょうがい

とともに生 活
せいかつ

してきた経 験
けいけん

にもとづき、

障 害 者
しょうがいしゃ

団 体
だんたい

自体
じたい

がサービス
さ ー び す

提 供 者
ていきょうしゃ

になるシステム
し す て む

が 求
もと

められる。また、

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

などによるインフォーマル
い ん ふ ぉ ー ま る

な支援
しえん

の必 要 性
ひつようせい

や非 日 常 的
ひにちじょうてき

な 状 況
じょうきょう

、す

なわち災 害
さいがい

発 生
はっせい

時
じ

などに 障 害 者
しょうがいしゃ

を支
ささ

えるシステム
し す て む

の構 築
こうちく

についても、当事者
とうじしゃ

を

主 体
しゅたい

とした関 係
かんけい

各機関
かくきかん

、関 係
かんけい

各 領 域
かくりょういき

のネットワーク
ね っ と わ ー く

をもとに検 討
けんとう

すべきと 考
かんが

えられる。 

○理由 

 今後
こんご

、地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

の 充 実
じゅうじつ

を図
はか

るためには、障 害 者
しょうがいしゃ

団 体
だんたい

が大
おお

きな役
やく

割
わり

を担
にな

うことが期
き

待
たい

される。しかし、その可
か

能
のう

性
せい

はきわめて大
おお

きいものの、団 体
だんたい

自体
じたい

の

成 熟 度
せいじゅくど

には不足
ふそく

が認
みと

められる。団 体
だんたい

の育 成
いくせい

のための国
くに

・自治体
じちたい

による財 政
ざいせい

支援
しえん

が
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必 要
ひつよう

になる。 

 

【山 本
やまもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

団 体
だんたい

が地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

に参加
さんか

できるよう立
た

ち上
あ

げ資金
しきん

を保
ほ

証
しょう

すべき 

地域
ちいき

生 活
せいかつ

は人 権
じんけん

問 題
もんだい

であり国
くに

が保 障
ほしょう

すべき 

○理由
りゆう

 

 多
おお

くの障 害 者
しょうがいしゃ

団 体
だんたい

とりわけ精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

団 体
だんたい

が直 接
ちょくせつ

地域
ちいき

資源
しげん

を立
た

ち上
あ

げるた

めには立
た

ち上
あ

げ資金
しきん

保 証
ほしょう

がなければ不可能
ふかのう

だから 

 

 


